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　 水道工事当番店

　 今月の税金は？

問い合わせ先
　税務課収納管理係
　☎�2111（内線234）

総人口　44,038 人　 （　  0）
　男　　19,989 人　 （＋ 19）
　女　　24,049 人　 （− 19）
世帯数　19,157 戸　 （＋  8）

９月１日現在 前月比

人 の う ご き

　８月25日、山川港特産市場「活お海道」が道の駅
に登録されました。９月17日には、市が施設の管理・
運営を委託している山川町漁業協同組合に豊留市長
から登録証が伝達され、「道の駅」の名前が付けられ
た看板の除幕などが行われました。今後も、市の「海
の玄関口」としての役割が期待されています。

海 の玄関口の役割担う
山川港活

い

お海道が道の駅に登録

今月の表紙
携帯電話から市の
ホームページにア
クセスできます。

指宿地域	 	
10月１日～２日	 ㈲指宿工業所 ☎㉒3530
　　　　　　　　　　（夜・休☎㉒5182）
　　３日～９日	 ㈲丸栄設備　 ☎㉓2694
　　 10日～16日	 ㈲丸山水道　 ☎㉓3131
　　　　　　 （夜・休☎090-8911-3357）
　　 17日～23日	 ㈱福尚　　　 ☎㉒4529
　　 24日～30日	 ㈱丸善産業　 ☎㉕5200
	 	 　　  （夜・休☎㉕2222）
　　 31日～11月６日	 ㈲指宿徳永組 ☎㉒4091
	 	 　　  （夜・休☎㉓2190）
山川地域
10月１日～15日	 西設備　　　 ☎㉞1176
　　 16日～31日	 ㈲東水道工務店☎㉟2447
11月	 	 ㈲大薗建設　 ☎㉟2553
	 	
開聞地域	 	
10月	 	 ㈲中村組　　 ☎㉜2228
11月	 	 ㈲東興建設工業☎㉜2236

※水道工事に関する当番店です。下水やトイレ
の詰まり等は、なじみの工事店にお願いして
ください。

税の種類 期　　別
固定資産税・都市計画税 ３期
国 民 健 康 保 険 税
介 護 保 険 料
後期高齢者医療保険料

４期

口 座 振 替 日 10月25日(火)
納 付書での納期限 10月31日(月)

日曜・祝日当番医（在宅時間８時～18時）

日曜・祝日薬局（開局時間９時～18時）

【外科：青色　 内科：緑色　外科・内科：赤色】
○かかりつけ医が不在のときは、当番医を利用してください。

（※）印が付いている医療機関では、日曜・祝日の当番日に健康	
  診査が受診できます（事前に申し込んでください）。

24時間体制で緊急時の
当番医を紹介します。

当番医
テレホン
サービス

項目 薬局名 電話番号月日
10月２日
（日）

指宿薬剤師会薬局
ゆのさと薬局

☎㉒6343
☎㉒6771

10月９日
（日）

チェリー調剤薬局
篠原薬局

☎㉔3705
☎㉟2757

10月10日
（月） 南九州薬局指宿店 ☎㉓4689

10月16日
（日） 指宿薬剤師会薬局 ☎㉒6343

10月23日
（日）

なのはな薬局
ハート薬局

☎㉔1111
☎㉓2377

10月30日
（日） 三愛調剤薬局 ☎㉔4715

11月３日
（木） 南九州薬局指宿店 ☎㉓4689

11月６日
（日）

指宿薬剤師会薬局
そうごう薬局

☎㉒6343
☎㉒1021

項目 医療機関名（診療科） 電話番号月日

10月２日
（日）

【外科】国立病院機構指宿病院
【内科】南記念クリニック（※）

☎㉒2231
☎㉓3730

10月９日
（日）

【外科】生駒外科医院
【内科】橋口医院

☎㉒3059
☎㉟0022

10月10日
（月）

【外科】田畑クリニック（※）
【内科】福岡医院（※）

☎㉔5131
☎㉜2022

10月16日
（日）

【外科】長野整形外科クリニック
【内科】外村クリニック（※）

☎㉓3291
☎㉔3770

10月23日
（日）

【外科】指宿脳神経外科
【内科】福元医院（※）

☎㉗1177
☎㉒3053

10月30日
（日） 【外科・内科】指宿鮫島病院 ☎㉒3079

11月３日
（木）

【外科】田畑クリニック（※）
【内科】丸山クリニック（※）

☎㉔5131
☎㉟0101

11月６日
（日）

【外科】国立病院機構指宿病院
【内科】いぶすき内科

☎㉒2231
☎㉓3239

主な記事
　Ｐ ２～Ｐ３……山川港活

い

お海道が道の駅に登録
　Ｐ ４～Ｐ５……徴収強化月間
　Ｐ ６～Ｐ７……いぶすき菜の花団地宅地分譲キャンペーン
　Ｐ ８……………友好都市盟約締結に向けて②　　　　　
　Ｐ ９……………国際交流シンポジウム・ワークショップ
　Ｐ10……………水環境を守ろう
　Ｐ12……………いぶすき子ども映画祭
　Ｐ13……………指宿温泉祭・観光シリーズ⑤
　Ｐ14……………沖縄・鹿児島文化交流祭
　Ｐ15～Ｐ19……まちの話題
　Ｐ20～Ｐ25……情報掲示板
　 別紙……………第６回市民体育祭プログラム
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提
供
サ
ー
ビ
ス 

○
駐
車
場
や
ト
イ
レ
、
公
衆
電
話

な
ど
が
24
時
間
利
用
可
能

○
案
内
人
が
い
て
、
親
切
に
情
報

を
提
供 

施
設
構
成 

○
休
憩
目
的
の
利
用
者
が
、
無
料

で
利
用
で
き
る
十
分
な
容
量
の

駐
車
場 

○
清
潔
な
ト
イ
レ 

○
道
路
や
地
域
の
情
報
を
提
供
す

る
施
設 

○
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
施
設 

○
主
要
な
歩
行
経
路
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化 

地
域
側
施
設
の
設
置
者 

○
市
町
村
ま
た
は
市
町
村
に
代
わ

り
得
る
公
的
な
団
体
が
設
置

配
慮
事
項 

○
年
少
者
や
高
齢
者
、
障
害
者
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
人
の
使
い
や
す

さ
に
配
慮 

○
景
観
に
十
分
配
慮
し
、
地
域
の

優
れ
た
景
観
を
損
な
う
こ
と
の

な
い
施
設
計
画

　

国
土
交
通
省
は
８
月
25
日
、
山

口
県
下
関
市
や
北
海
道
函
館
市
な

ど
の
全
国
７
施
設
を
、
新
た
に
「
道

の
駅
」
と
し
て
登
録
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
登
録
で
「
い
ぶ
す
き
山

川
港
特
産
市
場
（
活
お
海
道
）」は
、

「
道
の
駅
山
川
港
活
お
海
道
」
と

呼
ば
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

道
の
駅
は
、
次
の
３
つ
の
機
能

を
併
せ
持
ち
、
国
土
交
通
省
が
登

録
し
た
休
憩
施
設
を
言
い
ま
す
。

①
道
路
利
用
者
の
た
め
の
「
休
憩

機
能
」

②
道
路
利
用
者
や
地
域
の
人
々
の

た
め
の
「
情
報
発
信
機
能
」

③
「
道
の
駅
」
を
き
っ
か
け
に
地

域
が
手
を
結
び
合
う
「
地
域
の

連
携
機
能
」

施
設
位
置

○
休
憩
施
設
と
し
て
の
利
用
の
し

や
す
さ

○
「
道
の
駅
」
相
互
の
機
能
分
担

の
観
点
か
ら
の
適
切
な
位
置
に

設
置地

域
に
愛
さ
れ
る

　
道
の
駅
を
目
指
し
て

　
　
　
　
　

道
の
駅
山
川
港
活
お
海
道
支
配
人　
　

　
　
　
　
　
　
　

楠　

原　

茂　

樹
さ
ん
（
摺
ヶ
浜
南
）

道の駅山川港活お海道の役割
１.休憩施設
　いつでも快適な休憩ができ、トイレや駐車場、公
衆電話などが24時間利用できます。
２.地域の情報発信基地
　交通規制等の道路情報や気象情報、道の駅周辺の
観光スポットなど、ドライブが楽しくなる情報を
提供します。
３.地域の振興施設
　農水産物や加工品、特産品の販売を通して、消費
者との交流を図るとともに、地産地消の拡大を促
します。
【施設の営業時間】

市
内
で
２
カ
所
目
の
道
の
駅
に
登
録

山
川
港
活い

お
海
道

　
い
ぶ
す
き
山
川
港
特
産
市
場
（
活
お
海
道
）
が
８
月
25
日
、「
道
の
駅

山
川
港
活
お
海
道
」
と
し
て
国
土
交
通
省
の
登
録
を
受
け
ま
し
た
。

　
市
内
で
は
、「
道
の
駅
い
ぶ
す
き
（
彩さ

か
な
花
菜
館
）」
に
次
い
で
２
カ
所

目
、
県
内
で
は
19
カ
所
目
、
九
州
で
は
１
１
６
カ
所
目
と
な
り
ま
す
。

　
道
の
駅
は
、
全
国
に
９
７
７
カ
所
が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

道
の
駅
登
録
で

　
　
名
称
を
変
更

「
道
の
駅
」
と
は
？

登
録
の
要
件

９月17日には先着100人に
かつお節パックをプレゼント

道の駅いぶすき　　「彩花菜館」は平成16年に登録

道の駅山川港活お海道

問
い
合
わ
せ
先

○
商
工
水
産
課
水
産
係

　

☎
㉒
２
１
１
１（
内
線
３
１
１
）

○
道
の
駅
山
川
港
活
お
海
道

　

☎
㉗
６
５
０
７

　

九
州
新
幹
線
鹿
児
島
ル
ー
ト
の

全
線
開
業
や
観
光
特
急
列
車
「
い

ぶ
た
ま
」
の
運
行
、
山
川

−

根
占

フ
ェ
リ
ー
の
本
格
運
航
再
開
に
よ

り
、「
活
お
海
道
」
を
訪
れ
る
お
客

さ
ん
が
増
え
て
い
ま
す
。
そ
の
よ

う
な
中
で
今
回
、
道
の
駅
に
登
録

さ
れ
た
こ
と
は
、
う
れ
し
い
限
り

で
あ
り
、
今
後
、
よ
り
い
っ
そ
う

の
来
客
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

道
の
駅
と
し
て
、
ま
た
、
市
の

観
光
拠
点
施
設
の
１
つ
と
し
て
、

大
き
な
役
割
を
担
っ
た
と
、
あ
ら

た
め
て
気
を
引
き
締
め
直
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

訪
れ
た
皆
さ
ん
が
「
ま
た
来
た

い
」
と
思
え
る
施
設
で
あ
り
続
け

る
よ
う
、
ま
た
、
地
域
の
皆
さ
ん

に
愛
さ
れ
る
施
設
で
あ
る
よ
う
、

今
後
も
従
業
員
の
接
客
マ
ナ
ー
や

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

①市場食堂「鶴の港」
11：00～15：00

③特産品販売｣ゾーン
８：30～18：00

②朝市直売ゾーン
８：30～
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納
税
相
談
も
な
く
、
税
金
を
期
限
内
に

納
め
て
い
な
い
滞
納
者
に
は
、
財
産
調
査

を
行
い
ま
す
。
財
産
が
判
明
し
た
場
合
は
、

差
し
押
さ
え
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
滞
納
者
の
住
居
に
立
ち
入
っ
て

調
査
す
る
『
捜
索
』
を
実
施
し
、
差
し
押

さ
え
た
動
産
な
ど
を
公
売
・
換
価
し
ま
す
。

　

き
ち
ん
と
納
税
し
て
い
る
市
民
の
皆
さ

ん
と
の
公
平
性
を
確
保
す
る
た
め
、
今
後

も
滞
納
処
分
を
よ
り
い
っ
そ
う
進
め
て
い

き
ま
す
。

　

納
め
忘
れ
を
防
ぐ
方
法
と
し
て
、
口
座

振
替
で
の
納
税
が
便
利
で
安
心
で
す
。
一

度
手
続
き
を
す
る
と
、
基
本
的
に
は
解
約

の
手
続
き
を
す
る
ま
で
有
効
で
す
。

　

現
在
、
市
で
は
口
座
振
替
の
推
進
を
図

っ
て
い
ま
す
。
口
座
振
替
の
手
続
き
は
、

各
金
融
機
関
の
窓
口
で
で
き
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
便
利
で
安
心
な
口
座
振

替
で
の
納
税
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

災
害
や
疾
病
な
ど
、
次
に
掲
げ
た
特
別

な
事
情
に
よ
り
、
生
活
が
著
し
く
困
難
と

な
っ
た
場
合
は
、
市
税
等
を
減
免
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

○
火
災
や
震
災
、
水
害
、
そ
の
他
こ
れ
ら

に
類
す
る
災
害
で
、
納
税
義
務
者
が
死

亡
ま
た
は
障
害
者
と
な
っ
た
場
合

○
納
税
義
務
者
が
所
有
し
、
直
接
居
住
し

て
い
る
住
宅
、
ま
た
は
、
日
常
使
用
す

る
家
財
が
、
災
害
に
よ
っ
て
一
定
以
上

の
損
害
を
受
け
た
場
合

○
災
害
の
た
め
、
農
作
物
が
一
定
額
以
上

　

の
損
害
を
受
け
た
場
合

○
廃
業
や
休
業
、
失
業
、
疾
病
等
に
よ
り
、

　

所
得
額
が
一
定
額
以
下
に
減
少
し
た
場

合
※
こ
こ
に
掲
載
し
て
い
る
内
容
は
要
約
し

た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
税
金
等

に
よ
っ
て
減
免
制
度
の
内
容
が
異
な
り

ま
す
。
い
ず
れ
の
場
合
も
、
こ
れ
ら
の

理
由
に
よ
り
著
し
く
生
活
が
困
窮
す
る

場
合
で
あ
り
、
個
々
に
判
断
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課
収
納
管
理
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
３
４
）

　

国
は
、「
地
方
自
治
体
が
決
定
す
べ
き
こ

と
は
、
国
で
は
な
く
地
方
自
ら
が
決
定
す

る
」
と
い
う
地
方
分
権
を
実
現
す
る
た
め

に
、

①
国
か
ら
地
方
へ
支
出
さ
れ
る
補
助
金（
国

　

庫
補
助
負
担
金
）
の
削
減

②
税
源
の
国
か
ら
地
方
へ
の
移
譲

③
地
方
交
付
税
の
見
直
し

の
３
つ
を
柱
に
、
こ
れ
ら
を
同
時
並
行
的

に
進
め
て
い
く
「
三
位
一
体
の
改
革
」
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
三
位
一
体
の
改
革
に
よ
り
、
平
成

19
年
度
か
ら
国
の
補
助
金
や
負
担
金
が
削

減
さ
れ
、
そ
の
分
が
住
民
税
（
地
方
税
）

に
移
し
替
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

住
民
税
等
の
収
納
率
が
低
い
と
、
市
の

財
政
は
ま
す
ま
す
厳
し
い
状
況
に
な
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
納
税
者
で
あ
る
市
民
の

皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
、
自
分
た
ち
の
ま

ち
を
支
え
て
い
る
と
い
う
自
覚
を
持
つ
こ

と
が
必
要
で
す
。

　

市
で
は
市
民
の
皆
さ
ん
に
対
し
、
税
金

の
自
主
的
な
納
付
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
納
付
期
限
が
過
ぎ
て
も
納
付

が
な
い
場
合
は
、
財
産
の
滞
納
処
分
（
差

し
押
さ
え
や
公
売
な
ど
）
を
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

滞
納
処
分
の
際
は
、
差
押
財
産
の
調
査

の
た
め
に
滞
納
者
の
住
居
や
事
業
所
を
捜

索
し
た
り
、
ま
た
、
自
動
車
差
押
の
た
め

に
タ
イ
ヤ

ロ
ッ
ク
を

し
た
り
す

る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

滞
納
処

分
を
さ
れ

る
こ
と
が

な
い
よ
う

に
、
納
期

内
納
付
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

病
気
や
失
業
な
ど
、
や
む
を
得
な
い
理

由
に
よ
り
一
時
的
に
税
金
を
納
め
る
こ
と

が
で
き
な
い
場
合
は
、
分
割
納
付
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
（
事
前
に
納
税
者
の
生

活
状
況
等
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）。

　

滞
納
を
放
置
せ
ず
、
窓
口
で
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

10月は徴収強化月間
滞納処分を強化します

　市では、納めるべき税金等を再三の納付催告にも
かかわらず滞納している人に対して、法の定めると
ころにより、預貯金や保険、給与など、債権中心の
差し押さえを行っています。

タイヤロックによる滞納処分税務窓口で気軽に相談を

徴収強化月間

納付ができる
※納期限までに納付されない場合は、
　年 14.6％の延滞金が加算されます。

督促状や催告書の発送
（文書で早期完納を通知）

滞納が発生

滞納市税への充当

滞納市税などの完納

財産の差し押さえなど
○預貯金差押
　普通預金等は、即時に引き
　出して取り立てます。
○保険差押
　解約権を行使し、解約返戻
　金を取り立てます。
○給与差押
　勤務先に給与照会を行い、
　完納するまで毎月の給与や
　賞与を差し押さえます。

滞納された税金が完納されるまで

具体的な納付計画ができる
（やむを得ない理由による）

財産調査
（預貯金、不動産、給与など）

は　い いいえ

分納不履行
納付している

は　い いいえ

はい いいえ

市
民
一
人
ひ
と
り
が

　
指
宿
を
支
え
て
い
ま
す

皆
さ
ん
の
自
主
的
な

　
納
付
を
お
願
い
し
ま
す

相
談
に
よ
り

　
分
割
納
付
が
で
き
ま
す

生
活
が
困
難
な
人
に

　
減
免
制
度
が
あ
り
ま
す

簡
単
で
便
利
な

　
口
座
振
替
納
税
の
利
用
を

今
月
は
徴
収
強
化
月
間

　
滞
納
処
分
を
強
化
し
ま
す
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現地

指宿脳神経
外科

指宿警察署

ふれあい
プラザ
なのはな館指宿市役所

平屋建てのみの区画

２階建住宅が可能な区画

106
107

104

108

103

109

102 101

済
205

204
203

206
207

202
208

201公園 緑地

指宿脳神経
外科

指宿脳神経
外科

いわもと耳鼻咽喉科
クリニック

いわもと耳鼻咽喉科
クリニック

306 304 303 302 301305

105

至なのはな館

至市役所方面

北
町
通
線

　市土地開発公社では10月31日（月）まで、区画No.
102および105の２区画について、建物込みの特別
宅地分譲キャンペーンを実施しています。
　期間中に申し込みいただき、12月28日（水）までに
ご成約ください。
　申し込み締め切りが間近となりました。この機会
をぜひ、お見逃しなく。

①安全・安心な土地造成工事を施工済み
②市の温泉管を敷地内に引き込み済み
③市の水道管・下水道管を敷地内に施工済み
④下水道受益者負担金納入済み
⑤近隣には、スーパーや家電量販店、ホームセンタ
ーをはじめ、万一のときの医療機関など、生活に
便利な施設が充実

問い合わせ先
　市土地開発公社（財政課財産契約係内）
　☎�2111（内線149）

土地・建物込みで

15,600,000円（税込み）
※図面は基本プランです。要望に合わせて変更（フリープラン）も可能です。ご相談ください。

平屋建て２LDK（区画番号は №102）
　土地面積　255.48㎡（77.28坪）
　建築面積　  79.42㎡　　床面積　77.61㎡（23.43坪）
　※施工業者は、市土地開発公社の指定業者

２階建て３LDK
（区画番号は №105）
　土地面積　273.29㎡（82.67坪）
　建築面積　  44.71㎡
　床 面 積　  84.45㎡（25.54坪）
　※�施工業者は、市土地開発公社の
　　指定業者

団地のポイント

特別宅地分譲
キャンペーン
宅地分譲

キャンペーン
締め切り間近
10月31日（月）まで

（先着順）

洋室洋室

洋室
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胶
南
市
の
位
置
付
け

　

胶
南
市
は
、
中
国
の
山さ

ん
と
う
し
ょ
う

東
省
に

あ
る
青ち

ん
た
お島

市し

に
管
轄
さ
れ
る
市
で

す
。「
え
っ
？
ど
う
い
う
こ
と
」
と

思
う
人
も
い
る
で
し
ょ
う
。
中
国

の
行
政
区
分
は
、
日
本
と
は
異
な

っ
て
い
る
た
め
、
理
解
し
に
く
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

青
島
市
は
、「
省し

ょ
う」（

日
本
に
置
き

換
え
る
と
、「
都
道
府
県
」
の
区
分

に
当
た
る
）
と
同
じ
く
ら
い
の
位

置
付
け
の
「
副ふ

く
し
ょ
う
き
ゅ
う
し

省
級
市
」
と
呼
ば

れ
る
市
で
、
５
つ
の
市
と
７
つ
の

区
か
ら
で
き
て
い
ま
す
。
胶
南
市

は
、
こ
の
５
つ
の
市
の
う
ち
の
１

つ
で
す
。

　

胶
南
市
は
、
青
島
市
の
最
も
南

に
あ
り
、
美
し
い
海
に
面
し
た
観

光
地
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

九
州
新
幹
線
鹿
児
島
ル
ー
ト
の

全
線
開
業
や
観
光
特
急
列
車
「
指

宿
の
た
ま
て
箱
」
の
運
行
が
始
ま

っ
た
こ
と
で
、
本
市
へ
の
観
光
客

は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
今
後

は
、
国
内
観
光
客
の
み
な
ら
ず
、

中
国
を
中
心
と
す
る
東
ア
ジ
ア
か

ら
の
外
国
人
観
光
客
の
増
加
も
期

待
さ
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
本
市
で
は
、
市
の
魅
力

を
海
外
へ
発
信
す
る
た
め
に
、
昨

年
度
か
ら
新
た
に
国
際
交
流
を
推

進
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
中
国
・

胶こ
う
な
ん南
市
と
友
好
都
市
盟
約
締
結
に

向
け
た
取
り
組
み
も
進
め
て
い
ま

す
。

　

今
年
度
は
、
温
泉
と
観
光
の
ま

ち
に
お
い
て
、
地
域
の
活
性
化
と

観
光
客
の
増
加
と
に
深
い
か
か
わ

り
が
あ
る
国
際
交
流
を
、
今
後
ど

の
よ
う
に
進
め
る
か
と
い
う
こ
と

で
、「
今
後
の
国
際
交
流
に
つ
い
て
」

を
テ
ー
マ
に
、
国
際
交
流
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

　

な
お
、
入
場
は
無
料
で
、
ど
な

た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
ま
た
、

先
着
１
０
０
人
に
、
フ
ィ
リ
ピ
ン

料
理
を
無
料
で
配
布
し
ま
す
。

■
日
時　

11
月
３
日（
木
）13
時
30

　

分
〜
17
時

■
場
所　

山
川
文
化
ホ
ー
ル

■
内
容

【
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
】

○
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
会
に
よ
る
伝
統

芸
能
披
露

○
実
行
委
員
長
あ
い
さ
つ

【
第
１
部
】

○
友
好
都
市
盟
約
を
進
め
る
中
国
・

胶
南
市
の
紹
介

○
国
際
交
流
に
関
す
る
基
調
講
演

　

演
題　

「
発
展
著
し
い
中
国
と

　

の
友
好
都
市
盟
約
の
意
義
」

　

講
師　
（
株
）日
中
経
済
総
合
研

究
所
代
表
取
締
役　

方ほ
う
ご
に

五
二
氏

○
事
例
発
表

　

演
題　

「
空
気
を
読
む
日
本
人

空
気
を
読
ま
な
い
中
国
人
〜
鹿

児
島
の
妻
と
結
婚
生
活
20
年
〜
」

　

講
師　

詩
人　

陳ち
ん
よ
う躍
氏

【
第
２
部
】

○
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　

テ
ー
マ　

「
食
と
健
康
の
ま
ち

指
宿
の
強
み
を
活い

か
し
た
海
外

交
流
の
可
能
性
」

　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　

鹿
児
島

　

大
学
留
学
生
セ
ン
タ
ー
教
授　

小
林
基
起
氏

　

パ
ネ
リ
ス
ト

　

・（
株
）日
中
経
済
総
合
研
究
所

　
　

代
表
取
締
役　

方
五
二
氏

　

・
詩
人　

陳
躍
氏

　

・
元
日
系
社
会
青
年
ボ
ラ
ン
テ

　

ィ
ア
隊
員　

福
永
み
ゆ
き
氏

　

・
指
宿
市
長　

豊
留
悦
男

　

「
国
際
交
流
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

の
関
連
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
本
市

在
住
の
外
国
人
や
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国

語
指
導
助
手
）
等
と
海
外
の
食
文

化
や
生
活
体
験
を
通
し
て
、
国
際

交
流
の
輪
を
広
げ
る
市
民
参
加
型

の
国
際
交
流
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ（
体

験
講
座
）
を
開
催
し
ま
す
。
子
ど

も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
楽
し
み
な

が
ら
参
加
で
き
る
講
座
で
す
。

■
日
時　

11
月
３
日（
木
）９
時
〜

12
時

■
場
所　

山
川
文
化
ホ
ー
ル

■
定
員　

各
30
人

■
参
加
費　

各
５
０
０
円
（
材
料

費
・
保
険
料
込
み
）

■
申
込
方
法　

事
前
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切　

10
月
21
日（
金
）

■
講
座
内
容

①
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
食
文
化
体
験

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
郷
土
料
理
で
Ｌ

Ｕ
Ｎ
Ｃ
Ｈ（
ラ
ン
チ
）
し
よ
う
！

胶
南
市
の
人
口
・
面
積
・
気
候

　

胶
南
市
は
、
人
口
約
81
万
人
、

総
面
積
は
１
，８
４
６
㎢
で
す
。

　

温
帯
気
候
で
、
平
均
気
温
が
12

℃
、
年
間
降
水
量
は
７
９
４
㎜
で
、

四
季
が
は
っ
き
り
し
て
い
ま
す
。

夏
は
そ
れ
ほ
ど
暑
く
な
く
、
ま
た
、

冬
も
そ
れ
ほ
ど
寒
す
ぎ
な
い
の
が

特
徴
で
す
。

胶
南
市
の
位
置

　

胶
南
市
は
、
山
東
省
の
東
南
沿

海
地
帯
に
あ
り
、
胶こ
う
し
ゅ
う
わ
ん

州
湾
と
黄
海

に
面
し
た
山
東
半
島
の
付
け
根
に

位
置
し
て
い
ま
す
。

　

韓
国
や
日
本
を
は
じ
め
、
中
国

国
内
の
主
要
都
市
で
あ
る
北
京
や

大
連
な
ど
か
ら
も
、
空
路
で
１
〜

２
時
間
程
度
と
ア
ク
セ
ス
が
良
い

友
好
都
市
盟
約
締
結
を
進
め
て
い
ま
す

　

市
で
は
、
中
国
人
観
光
客
を
よ
り
多
く
受
け
入
れ
る
た
め
に
、
中
国
・
胶
南
市
と
友

好
都
市
盟
約
締
結
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

前
回
（
広
報
紙
９
月
号
）
、
中
国
・
胶
南
市
と
盟
約
を
結
ぶ
経
緯
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
胶
南
市
の
概
要
に
つ
い
て
詳
し
く
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

胶
南
市
の
概
要

こ
と
か
ら
、
日
本
か
ら
も
多
く
の

企
業
が
進
出
し
て
い
ま
す
。

　

来
月
の
広
報
紙
で
は
、
胶
南
市

の
産
業
・
観
光
に
つ
い
て
掲
載
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

市
長
公
室
総
合
調
整
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
１
２
４
）

胶南市の街並み

指
宿
市
＝
中
国
・
胶こ

う
な
ん南
市
【
第
２
回
】

指宿

胶 南
黄海

上海

胶州湾
山東半島

北京北京

青島

大連

山東省

『 

国
際
交
流
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム in Ibusuki 

』

〜 

海
外
へ
地
元
の
魅
力
を
発
信
し
よ
う 

〜

★
国
際
交
流
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
 

　
　
　
　
　
参
加
者
大
募
集
★

　

本
市
在
住
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
会

の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
の
郷
土
料
理
を
作
り
ま
す
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
料
理
を
レ
パ
ー
ト

リ
ー
の
１
つ
に
加
え
ま
せ
ん
か
。

②
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
生
活
体
験

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ク
リ
ス
マ

ス
を
体
験
し
よ
う
！

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
出
身
の
本
市

Ａ
Ｌ
Ｔ
と
一
緒
に
、
世
界
で
１

つ
の
自
分
だ
け
の
ク
リ
ス
マ
ス

ツ
リ
ー
オ
ー
ナ
メ
ン
ト
（
飾
り
）

作
り
を
体
験
し
ま
せ
ん
か
。

※
参
加
は
、
①
・
②
の
ど
ち
ら
か

１
つ
に
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

観
光
特
急
が
つ
な
ぐ
国
際
交
流

　

推
進
実
行
委
員
会
事
務
局
（
市

　

長
公
室
総
合
調
整
係
内
）

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
１
２
４
）

　

FAX
㉔
３
８
２
６

　
　

s-koushitsu@
city.ibusuki.lg.jp

指宿市 胶南市

人 口 44,038人 約810,000人

総 面 積 149㎢ 1,846㎢

平 均 気 温 19℃ 12℃

年間降水量 3,103㎜ 794㎜

気 候 温帯気候 温帯気候

胶 南 市 の 位 置
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報
恩

謝
徳

　

暦
の
10
月
。
神
無
月
は
、
八や

お百

万よ
ろ
ずの

神
々
が
出
雲
大
社
に
集
ま
り
、

諸
国
の
神
が
留
守
に
な
る
た
め
、

こ
の
よ
う
に
呼
ぶ
そ
う
で
す
。
逆

に
、
神
々
が
集
う
出
雲
の
国
だ
け

は
、
神か

み

在あ
り
づ
き月

と
な
る
そ
う
で
す
。

　

出
雲
に
集
ま
っ
た
神
々
は
、
縁

結
び
の
相
談
を
す
る
ら
し
く
、
ゆ

え
に
、
出
雲
大
社
が
縁
結
び
の
パ

ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
、
多
く
の

若
者
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

　

秋
が
深
ま
り
、
空
は
澄
み
、
風

爽さ
わ

や
か
で
過
ご
し
や
す
い
季
節
。

し
か
し
、
夏
の
華
や
か
な
季
節
が

過
ぎ
去
る
寂
し
さ
は
ぬ
ぐ
え
ま
せ

ん
。
そ
ん
な
と
き
に
吹
く
風
が
あ

り
ま
す
。「
色
な
き
風
」
で
す
。
休

日
、
秋
晴
れ
に
誘
わ
れ
山
歩
き
に

出
掛
け
ま
し
た
。
林
間
を
歩
き
な

が
ら
、「
色
な
き
風
」
に
し
ば
し
ま

ど
ろ
み
ま
し
た
。

　

「
吾わ

れ
も
こ
う

亦
紅
」。ひ
っ
そ
り
と
目
立

た
ず
、
紅
を
ま
と
っ
た
、
ど
こ
か

寂
し
げ
な
晩
秋
の
花
は
、
上
の
花

か
ら
紅あ

か

く
な
り
、
上
が
枯
れ
た
こ

ろ
に
下
の
花
が
紅
く
な
る
と
い
う

普
通
の
花
と
は
逆
の
咲
き
方
を
し

ま
す
。
こ
の
「
吾
亦
紅
」
を
曲
名

に
し
た
歌
が
あ
り
ま
す
。
中
年
の

男
性
が
亡
き
母
を
し
の
び
、
不
遇

な
身
の
上
を
墓
前
に
告
げ
る
歌
で

す
。
浮
世
の
冷
た
い
風
が
身
に
染

み
る
年
ご
ろ
に
な
っ
て
、
故
郷
に

ひ
と
り
暮
ら
し
て
逝い

っ
た
母
の
、

決
し
て
語
ら
な
か
っ
た
悲
し
み
が

よ
う
や
く
分
か
り
、「
ば
か
野
郎
と

な
じ
っ
て
く
れ
よ
」
と
歌
い
ま
す
。

　

親
の
思
い
子
知
ら
ず
。
親
が
子

を
思
う
情
は
い
つ
の
世
に
も
、「
永

遠
の
片
思
い
」
で
あ
る
と
い
い
ま

す
。
片
思
い
の
実
相
が
分
か
る
こ

ろ
に
親
は
い
な
い
。
墓
前
に
た
た

ず
め
ば
人
は
誰
も
が
、「
ば
か
野
郎
」

と
親
に
怒
ら
れ
た
い
、
そ
ん
な
時

も
あ
る
の
で
し
ょ
う
。

　

「
髪
に
白し

ら
が髪

が
混
じ
り
始
め
て

も　

俺お
れ　

死
ぬ
ま
で
あ
な
た
の
子

ど
も
…
」
と
、
詩
は
続
き
ま
す
。

指
宿
市
長
　
豊
留 

悦
男

吾わ
れ

も
亦ま

た

　
紅

く
れ
な
い

な
り
と

ひ
そ
や
か
に 

（
高
浜
虚
子
）

吾亦紅の花

　

多
羅
ヶ
迫
遺
跡
は
、
小
牧
地
区

の
山
間
部
、
標
高
88
ｍ
の
谷
間
に

あ
り
ま
す
。
広
域
農
道
の
整
備
に

伴
い
、
平
成
13
年
度
に
発
掘
調
査

を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
発
掘
調
査

で
、
次
の
２
つ
の
新
発
見
が
あ
り

ま
し
た
。

　

１
つ
は
、
中
世
（
鎌
倉
～
室
町

時
代
）
に
作
ら
れ
た
畑
跡
の
発
見

で
す
。
山
間
地
の
谷
間
を
開
墾
し

て
作
ら
れ
た
畑
跡
と
し
て
は
、
市

内
で
初
め
て
の
発
見
例
で
す
。

　

も
う
１
つ
は
、
今
か
ら
約
３
，０

０
０
年
前
の
縄
文
時
代
後
期
に
建

て
ら
れ
た
「
竪
穴
状
遺
構
」
の
発

見
で
す
。「
竪
穴
状
遺
構
」
は
、
長

さ
２
ｍ
27
㎝
、
幅
１
ｍ
65
㎝
の
不

整
形
な
形
を
し
て
い
ま
し
た
。
こ

の
「
竪
穴
状
遺
構
」
が
、
ど
の
よ

う
な
目
的
で
作
ら
れ
た
か
は
分
か

り
ま
せ
ん
が
、
確
実
に
縄
文
人
が

生
活
し
て
い
た
歴
史
が
あ
っ
た
こ

と
が
分
か
り
ま
す
。

　

縄
文
時
代
や
中
世
の
こ
ろ
の
小

牧
地
区
山
間
部
の
景
観
の
一
部
を
、

多
羅
ヶ
迫
遺
跡
か
ら
垣
間
見
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
す
。

　

日
本
は
、
岩
塩
な
ど
の
塩
資
源

に
恵
ま
れ
て
い
な
い
た
め
、
人
々

は
昔
か
ら
海
水
を
利
用
し
て
塩
を

作
っ
て
き
ま
し
た
。
海
水
を
い
っ

た
ん
濃
い
塩
水
に
濃
縮
し
、
そ
れ

を
煮
詰
め
て
塩
の
結
晶
を
取
り
出

す
日
本
独
自
の
製
塩
方
法
の
原
理

は
、
昔
か
ら
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

本
市
で
の
本
格
的
な
塩
業
は
、
大

正
11
年
に
始
ま
り
ま
す
。
温
泉
熱

を
利
用
し
、
水
分
を
蒸
発
さ
せ
る

温
泉
熱
利
用
製
塩
が
、
市
内
の
各

所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
17
年
、
政
府
は
戦
争
に
よ

る
塩
不
足
の
対
策
と
し
て
、
簡
単

な
手
続
き
で
塩
の
生
産
が
で
き
る

「
自
給
製
塩
制
度
」
を
打
ち
出
し

ま
し
た
。
こ
れ
を
機
に
、
昭
和
20

年
に
は
市
内
に
製
塩
組
合
が
組
織

さ
れ
、
年
間
約
２
，５
０
０
ｔ
の
塩

を
生
産
し
て
い
ま
し
た
が
、
昭
和

24
年
の
同
制
度
廃
止
に
伴
い
、
中

止
に
な
り
ま
し
た
。

　

時
代
の
流
れ
と
と
も
に
、
温
泉

熱
利
用
製
塩
は
品
質
や
生
産
性
に

限
界
が
見
え
て
き
た
た
め
、
昭
和

34
年
、
真
空
タ
ン
ク
の
中
で
水
分

を
蒸
発
さ
せ
塩
を
取
り
出
す
「
真

空
式
製
塩
工
場
」
が
成
川
に
建
設

さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
５
年
後

の
昭
和
39
年
、
廃
止
の
や
む
な
き

に
至
り
、
本
市
の
塩
業
は
幕
を
閉

じ
た
の
で
す
。

　

成
川
浜
に
そ
び
え
立
つ
１
本
の

煙
突
。
こ
れ
は
、
か
つ
て
指
宿
で

も
塩
作
り
が
行
わ
れ
て
い
た
名
残

な
の
で
す
。

多た

ら

が

羅
ヶ
迫さ

こ

遺
跡

縄
文
時
代
の
小
牧
地
区
と

  

製
塩
の
歴
史
伝
え
る
煙
突

いぶ
す
き

　

ま
る
ご
と
博
物
館（  

回
）
65

指
宿
の
塩
業

中世の畑の畝
うねまみぞ

間溝

成川の製塩場跡

　

私
た
ち
の
暮
ら
し
を
守
り
、
産

業
を
発
展
さ
せ
る
上
で
特
に
重
要

な
河
川
の
う
ち
、
国
が
管
理
し
て

い
る
河
川
を
一
級
河
川
、
比
較
的

流
域
面
積
が
小
さ
い
河
川
の
う
ち
、

都
道
府
県
が
管
理
し
て
い
る
河
川

を
二
級
河
川
と
区
分
し
て
い
ま
す
。

　

市
内
を
流
れ
る
河
川
に
一
級
河

川
は
な
く
、
二
級
河
川
と
し
て
、

二
反
田
川
、
湊
川
、
宮
田
川
、
新

川
の
４
本
が
あ
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
美
し
い
河
川
を
維
持

す
る
た
め
に
、
市
環
境
基
本
計
画

に
お
い
て
、
河
川
の
汚
れ
の
度
合

い
を
示
す
生
物
化
学
的
酸
素
要
求

量
（
Ｂ
Ｏ
Ｄ
）
の
目
標
値
を
設
定

し
、
４
本
の
二
級
河
川
に
つ
い
て

Ｂ
Ｏ
Ｄ
３
㎎
／
ℓ
以
下
と
し
て
い

ま
す
。（
表
）

　

生
活
排
水
が
未
処
理
の
ま
ま
放

流
さ
れ
る
と
、
水
質
汚
濁
が
進
み
、

美
し
い
自
然
が
破
壊
さ
れ
て
し
ま

い
ま
す
。

　

そ
こ
で
市
で
は
、
公
共
下
水
道

認
可
区
域
外
（
池
田
・
小
牧
・
岩

本
・
新
西
方
地
区
、
山
川
・
開
聞

地
域
な
ど
）
に
お
け
る
浄
化
槽
の

設
置
（
新
築
を
除
く
）
や
、
市
が

指
定
す
る
区
域
で
の
高
度
処
理
型

浄
化
槽
の
設
置
に
対
し
、
補
助
を

行
っ
て
い
ま
す
。
補
助
を
受
け
る

に
は
、
申
請
が
必
要
に
な
り
ま
す

の
で
、
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

※
下
水
道
が
整
備
さ
れ
て
い
る
区

域
内
で
、
ま
だ
下
水
道
に
接
続

し
て
い
な
い
人
は
、
速
や
か
に

接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

環
境
政
策
課
環
境
政
策
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
４
３
）

12

10

8

6

4

2

0
H15夏 H15冬 H16夏 H16冬 H17夏 H17冬 H18夏 H18冬 H19夏 H19冬 H20夏 H20冬 H21夏 H21冬 H22夏 H22冬

（mg/ℓ） 目標値 ３mg/ℓ以下

市内二級河川のBODの経年変化

◆

新川
湊川 二反田川

宮田川
環境基準

▲

■

× 市
内
の
河
川

浄
化
槽
の
設
置
推
進

　私たちのふるさとは、美しい自然と豊かな資源に恵まれて
います。市内を流れる多くの河川も、私たちにとっては貴重
な財産の１つです。
　しかし現在、水質汚濁が世界中で広がり、生態系にまで影
響を及ぼしています。その原因の約６割が、家庭からの生活
排水だといわれています。
　現代に生きる私たちの使命は、美しい自然を後世に伝え残
すことです。自然の１つである河川の現状を知り、私たちが
できることを考えていきましょう。

水環境を守ろう
〜市の河川の現状〜

湊川浄化に取り組む新西方区
　新西方区（山﨑誠三区長）では、区内を流れ
る湊川の浄化活動を定期的に行っています。
８月6日には、区民約50人がＥＭ（有用微生物
群）団子約600個と活性液約150ℓを投入しま
した。参加した今和泉小６年の中川隆之さん
（細田西）は、「きれいな川になって魚が増えて
ほしい。昔みたいに泳げるくらいきれいになっ
てほしい」と話しました。
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子どもたちの想
お も

いが映像に

いぶすき子ども映画祭
いぶすき子ども映画祭は、小学生から高校生までの子どもたち
が、テーマに沿って３分間の映画を作り上げ、その作品を鑑賞・
表彰するイベントです。

　

「
い
ぶ
す
き
子
ど
も
映
画
祭
」

は
、
映
像
を
通
じ
て
、
子
ど
も
た

ち
が
今
の
世
の
中
に
訴
え
た
い
こ

と
や
伝
え
た
い
こ
と
を
表
現
で
き

る
と
と
も
に
、
子
ど
も
た
ち
の
想

い
を
大
人
が
受
け
止
め
る
こ
と
が

で
き
る
、
世
界
的
に
も
珍
し
い
取

り
組
み
で
す
。

　

昨
年
は
、「
家
族
」
を
テ
ー
マ
に

心
温
ま
る
多
く
の
作
品
が
集
ま
り

ま
し
た
。
今
年
の
テ
ー
マ
は
、「
学

ぶ
こ
と
（
ま
な
び
）」で
す
。

　

普
段
何
気
な
く
過
ご
し
て
い
る

生
活
の
中
に
は
、
多
く
の
ま
な
び

が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。「
学
校
」
や

「
家
庭
」、「
地
域
」
で
の
ま
な
び

な
ど
、
数
多
く
あ
る
素
材
か
ら
子

ど
も
た
ち
が
ど
の
よ
う
な
素
材
を

選
択
し
、
ど
の
よ
う
な
作
品
を
制

作
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。
映
像
を

通
じ
て
、
子
ど
も
た
ち
が
と
ら
え

た
「
ま
な
び
」
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。

■
日
時　

10
月
８
日（
土
）

　

13
時
開
場　

14
時
開
始

■
場
所　

丹
波
小
学
校
ラ
ン
チ
ル

ー
ム
（
３
階
）

■
入
場
料　

無
料

■
そ
の
他　

駐
車
場
は
、
丹
波
小

学
校
東
門
（
体
育
館
側
）
か
ら

入
り
、
南
側
校
庭
に
駐
車
し
て

く
だ
さ
い
。　

○
祭
典
（
湯
権
現
神
社
）

○
マ
ー
チ
ン
グ
パ
レ
ー
ド

○
姉
妹
友
好
都
市
歓
迎
式
典

○
初
代
い
ぶ
す
き
菜
の
花
レ
デ
ィ

披
露

○
郡
上
お
ど
り
（
日
本
三
大
盆
踊

り
）
披
露

○
指
宿
ハ
ン
ヤ
踊
り　

○
御
輿
巡
行
（
湯
権
現
神
社
か
ら

稲
荷
神
社
を
経
由
し
、
Ｊ
Ｒ
指

宿
駅
ま
で
）

○
球
磨
川
太
鼓
（
人
吉
市
）
演
奏

○
山
川
ツ
マ
ベ
ニ

　

少
年
太
鼓
演
奏

○
特
設
足
湯

○
花
火
大
会

　

な
ど

○
湯
豊
太
鼓
演
奏

○
特
別
ゲ
ス
ト
ラ
イ
ブ

・
木
下
航
志

・
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
メ
ー
カ
ー

・
Ｂ
Ｏ
Ｎ　

Ｄ
Ｘ

○
高
崎
あ
け
み
歌
謡
シ
ョ
ー

○
フ
ラ
ダ
ン
ス
・
郷
土
芸
能

○
商
店
街
ご
当
地
グ
ル
メ
グ
ラ
ン

　

プ
リ
（
Ｓ
１
グ
ラ
ン
プ
リ
）

○
物
産
市　

○
温
泉
祭
歴
史
講
話
（
時
遊
館
Ｃ

Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は
し
む
れ
に
て
）

○
温
泉
祭
抽
選
会　

○
公
衆
浴
場
１
０
０
円
開
放
（
小

学
生
以
下
は
無
料
）
な
ど

駐
車
場　

太
平
次
公
園
、
丹
波
小

学
校
、
市
役
所
指
宿
庁
舎
（
会

場
ま
で
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
運
行
）、

　

時
遊
館
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は
し
む
れ

※
催
し
の
詳
細
等
に
つ
い
て
は
、

後
日
、
各
家
庭
に
配
布
さ
れ
る

チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

指
宿
温
泉
祭
実
行
委
員
会
（
市

青
年
振
興
連
絡
協
議
会
内
）

☎
㉒
５
５
５
０
（
平
日
10
時
～

17
時
）

http://ibuon.p1.bindsite.jp/

　

ま
た
、
い
ぶ
す
き
子
ど
も
映
画

祭
の
当
日
は
ゲ
ス
ト
審
査
員
と
し

て
、
映
像
作
家
の
古
田
亘
氏
、
女

優
の
佐
藤
友
紀
氏
、
人
形
作
家
の

朝
隈
俊
男
氏
（
本
市
出
身
）
が
、

放
映
さ
れ
る
作
品
の
講
評
を
行
い

ま
す
。

■
ゲ
ス
ト
審
査
員

　

こ
の
映
画
祭
で
優
秀
な
成
績
を

収
め
た
制
作
者
は
、
12
月
３
日（
土
）

に
兵
庫
県
南
あ
わ
じ
市
で
開
催
さ

れ
る
「
ア
ジ
ア
国
際
子
ど
も
映
画

祭
Ｉ
Ｎ
南
あ
わ
じ
」
に
招
待
さ
れ

ま
す
。

　

昨
年
ま
で
の
４
年
間
、
本
市
で

開
催
し
て
き
た
国
際
大
会
同
様
、

南
あ
わ
じ
市
で
は
、
日
本
全
国
か

ら
集
ま
っ
た
子
ど
も
た
ち
を
は
じ

め
、
ベ
ト
ナ
ム
や
タ
イ
、
カ
ン
ボ

ジ
ア
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
ラ
オ
ス
、

中
国
、
韓
国
、
チ
ャ
イ
ニ
ー
ズ
・

タ
イ
ペ
イ
、
モ
ン
ゴ
ル
、
マ
レ
ー

シ
ア
な
ど
の
子
ど
も
た
ち
も
集
ま

り
、
映
像
で
つ
な
が
る
国
際
交
流

を
す
る
場
も
設
け
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

い
ぶ
す
き
子
ど
も
映
画
祭
実
行

　

委
員
会
事
務
局
（
学
校
教
育
課

学
務
係
内
）

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
４
２
３
）

人形作家　朝隈俊男氏 女優　佐藤友紀氏 映像作家　古田亘氏

日
本
三
大
盆
踊
り
「
郡ぐ

じ

ょ

う上
お
ど
り
」
も
参
加

　

九
州
新
幹
線
全
線
開
業
と
観
光

特
急
列
車
「
指
宿
の
た
ま
て
箱
」

の
運
行
に
よ
り
、
全
国
か
ら
多
く

の
観
光
客
が
本
市
を
訪
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
人
気
を
一
過
性
で
終
わ

ら
せ
な
い
た
め
に
は
、
好
調
な
今

こ
そ
、
次
の
手
を
考
え
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
注
目
し
た

い
の
が
「
広
域
連
携
」、す
な
わ
ち
、

市
の
枠
を
超
え
、
他
の
市
町
村
と

連
携
し
た
観
光
Ｐ
Ｒ
で
す
。

　

９
月
ま
で
実
施
さ
れ
た
Ｊ
Ｒ
九

州
の
企
画
「
指
宿
VS
霧
島
☆
夏
」

は
、
県
内
の
２
大
観
光
地
で
あ
る

指
宿
と
霧
島
を
対
決
型
で
紹
介
し
、

見
る
側
に
強
い
イ
ン
パ
ク
ト
を
与

え
、
大
好
評
で
し
た
。
そ
の
た
め
、

10
月
か
ら
は
同
企
画
の
冬
バ
ー
ジ

ョ
ン
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

こ
の
企
画
は
、
市
単
独
で
は
な

く
広
域
で
連
携
し
た
観
光
Ｐ
Ｒ
に

取
り
組
む
こ
と
の
有
効
性
を
あ
ら

た
め
て
示
し
ま
し
た
。

　

県
外
の
観
光
客
に
本
市
へ
来
て

い
た
だ
く
た
め
に
は
、
ま
ず
「
鹿

児
島
（
県
）」に
興
味
を
持
っ
て
も

ら
う
こ
と
が
必
要
で
す
。
例
え
ば
、

指
宿
と
霧
島
等
、
互
い
に
異
な
る

魅
力
を
持
ち
な
が
ら
も
、
温
泉
や

観
光
特
急
、
神
話
・
伝
説
な
ど
共

通
点
も
多
い
両
市
の
観
光
地
を
一

緒
に
紹
介
す
る
こ
と
で
、
相
乗
効

果
が
図
ら
れ
ま
す
。

　

今
後
の
誘
客
対
策
に
は
、
市
町

村
が
観
光
客
を
奪
い
合
う
の
で
は

な
く
、
連
携
し
た
誘
致
も
必
要
と

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

観
光
課
観
光
企
画
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
３
２
２
）

「
指
宿
VS
霧
島
☆
夏
」に
学
ぶ

光
を
観
せ
て
、
魅
せ
ら
れ
て 
⑤

観
光
シ
リ
ー
ズ

第64
回

指
宿
温
泉
祭

　

市
内
の
い
た
る
と
こ
ろ
に
湧わ

き
出
る
温
泉
。
そ
の
恵
み
に
感
謝
す
る

第
64
回
指
宿
温
泉
祭
が
、
10
月
22
日（
土
）〜
23
日（
日
）に
セ
ン
ト
ラ
ル

パ
ー
ク
指
宿
お
よ
び
そ
の
周
辺
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

今
年
は
、
粋い

き

で
美
し
い
女
御み

こ
し輿

が
登
場
。
ま
た
指
宿
ハ
ン
ヤ
踊
り
に

は
、
日
本
三
大
盆
踊
り
の
１
つ
、
岐
阜
県
郡
上
八
幡
の
「
郡
上
お
ど
り
」

が
参
加
し
ま
す
。

10
月
22
日（
土
）の
催
し

10
月
23
日（
日
）の
催
し

I
B

U
S

U
K

I
 

O
N

S
E

N
M

A
T

S
U

R
I

■日時　10月22日（土）　19：30〜　　
■場所　指宿港、太平次公園周辺
■その他　震災復興祈願特別プログラムもあります。
※指宿港、太平次公園では、パノラマ花火が楽しめます。

パノラマ花火が指宿を彩る

指宿温泉祭
　　花火大会
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ズームアップ いぶすき

　市の新しいＡＬＴ（外国語指導助手）に、レベッ
カ・ジョンストンさん（オーストラリア・ゴールド
コースト出身、22歳）が着任しました。レベッカさ
んが日本を訪れたのは、留学も含め４回目。「オース
トラリアには温泉がなく、指宿に来れてうれしいで
す。きれいな自然がいっぱいで大好きです。私が日
本語を楽しく学べたように、子どもたちにも楽しく
英語を教えたいです」と抱負を語りました。

楽しい授業を心掛けるレベッカさん

楽 しく英語を教えます
新ＡＬＴが着任

　８月20日、山川水産加工業協同組合女性部「オカ
カーズ」ら10人が、千葉ロッテマリーンズの本拠地・
ＱＶＣマリンフィールド（千葉市）を訪問。同組合
と以前から交流がある西村徳文監督に「昨年同様、
日本一を目指して」とかつお節を贈呈して激励しま
した。また、この日の試合観戦者に、西村監督の背
番号「78」にちなんでかつお節パック7,800袋を配
布し、本市の特産品「かつお節」をＰＲしました。

西村監督とオカカーズの一行

勝 男（かつお）でＶ２を
千葉ロッテ監督にかつお節贈呈

　８月20日・27日、縄文の森をつくろう会（今村俊
一会長）主催の星空観察会が、休暇村指宿芝生広場
で行われ、両日とも約40人の親子連れらが参加しま
した。参加者は、大の字に寝転がりながら星座の話
を聞いたり、天体望遠鏡をのぞき込んだりして、夏
の夜空を楽しみました。大成小３年の福畠健さん（小
川西）は、「望遠鏡で見た星はとても大きく、きれい
に見えました」と感動している様子でした。

美 しい星空見上げて学ぶ
星空観察会で夏の星座を知る

望遠鏡で間近に見える星に感動

　８月18日、宮ヶ浜緑の少年団ら児童12人が、森林
環境税の助成を受け、杉の間伐材でベンチ５基を製
作しました。子どもたちは、地域住民の指導を受け
ながら、丁寧に組み立てていきました。指宿小５年
の濵﨑千奈さんは、「足の部分が難しかったけど、き
れいな、座りやすいベンチができました」と満足気
でした。完成した「おやっとさぁベンチ」は、宮ヶ
浜地域の駅前やバス停などに設置されます。

ゆ っくりくつろいで
子どもたちがベンチ作り

慣れない工具で懸命に製作

黒潮の波濤にうち乗って、
新南風巻き起これ！

─ 伝えよう ふるさとの食と芸能 ─

に い は え
の波濤に

は 　 と う

11/5㊏・6㊐11/5㊏・6㊐

那覇港

名瀬港

山川港

問い合わせ先／実行委員会事務局
　TEL0993-23-3635
　090-3987-4997

2009
交流元年

沖縄・鹿児島文化交流

●第1部 ［青少年文化交流］
●第2部 ［琉 球 舞 踊］

芸能交流会  13時～ 山川文化ホール

交流懇親会  17時30分~ 活お海道 特設会場
映画鑑賞会 「江戸上り」  16時30分~

映画鑑賞会 「江戸上り」  11時～

●第1部 ［青少年文化交流］
●第2部 ［琉 球 舞 踊］

芸能交流会  13時～ 山川文化ホール

交流懇親会  17時30分~ 活お海道 特設会場
映画鑑賞会 「江戸上り」  16時30分~

映画鑑賞会 「江戸上り」  11時～

山川港まち歩き  9時～ 山川文化ホールに集合

文
化
交
流
祭

沖
縄
　鹿
児
島

■主　 催／沖縄・鹿児島文化交流事業実行委員会　■共催／沖縄県、琉球・山川港交流の会、琉球新報社、沖縄芸能連盟　
■後　 援／鹿児島県、那覇市、奄美市、指宿市、南日本新聞社、南海日日新聞社、ＮＨＫ鹿児島放送局、MBC、ＫＴＳ、ＫＫＢ、ＫＹＴ、エフエム鹿児島 
■協力団体／竹内琉球舞踊研究所、指宿市観光協会、指宿商工会議所、菜の花商工会、指宿市文化協会、指宿市郷土芸能保存会、山川町漁業協同組合、山川水産加工業協同組合、
　　　　　　いぶすき農業協同組合、指宿ウォーキング協会、指宿市青年振興連絡協議会

2011年2011年

指宿市 山川文化ホール指宿市 山川文化ホール上映決定！「江戸上り」
九州初 え　ど　のぼ

特産品交流 5日・6日両日 10時～16時
活お海道特設会場

沖縄県文化芸術振興・産業創出支援事業

11/5㊏
（1日目）

11/6㊐
（2日目）

1幅の絵巻からはじまった、近世琉球の文化復元。
沖縄の伝統芸能のルーツを辿り、
160年の時を超えスクリーンに蘇ります。

11/5㊏
（1日目）

11/6㊐
（2日目）

山川港まち歩き  9時～ 山川文化ホールに集合
エイサー太鼓とツマベニ少年太鼓のコラボ
10時～ 山川B&G海洋センター
エイサー太鼓とツマベニ少年太鼓のコラボ
10時～ 山川B&G海洋センター

鹿児島・沖縄交流促進支援事業

まちの話題
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ズームアップ いぶすき
まちの話題

　「今和泉いぶたま歓迎隊」では「いぶたま」歓迎
行動を展開しています。８月27日、ＪＲ薩摩今和泉
駅で同地区の子どもたちと一緒に、いぶたまに手を
振って出迎えました。突然の歓迎に驚いた様子の乗
客らも、笑顔で手を振り返してくれました。今和泉
小２年の後迫俊輝さん（麓下）は、「家が駅の近くな
のでいつも手を振ります。いぶたまで観光客が増え
るとうれしいです」と話してくれました。

いぶたまの乗客に手旗を振って歓迎

観 光客らと心かよわす
いぶたまに手を振ろう運動を展開

　８月24日、山川文化ホールで市教育講演会が行わ
れ、市内小・中学校と指宿商業高校の教職員ら約250
人が参加しました。県観光プロデューサーの奈良迫
英光氏を講師に招き、故郷の魅力について学習しま
した。参加者は、指導者の立場から、子どもたちに
故郷に対する愛着心を持たせ、生まれ育った指宿を
誇りに思う心を育

はぐく

む環境づくりが大切であることを
学びました。

　８月27日、指宿市商店街活性化委員会主催による
ナイトバザールのひとつ「遊んど市」がセントラル
パーク指宿で催され、多くの家族連れでにぎわいま
した。会場で行われたベイブレード大会では、南福
輝さん（湊上）が自慢のコマでライバルたちを抑え
優勝。男女別に試合が行われたアームレスリング大
会では、白熱した試合が繰り広げられ、応援する観
客らも思わずこぶしを握り締めて声援を送りました。

熱心に聴講する参加者賞品の米獲得に力が入ります

指 宿を誇りに思う心を夏 休み最後の思い出に
故郷の魅力を再認識ナイトバザールで遊んど市

　８月27日、鹿児島信用金庫指宿支店職員ら約20人
が、知林ヶ島入口付近の駐車場でボランティア清掃
を行いました。指宿を訪れる観光客に気持ちよく過
ごしてもらいたいと、散乱したゴミやタバコの吸い
殻などを拾い集めました。鹿信指宿ハッピー会の中
村勝信会長は、「観光客はゴミの散乱に敏感です。市
内や知林ヶ島を訪れる観光客に、美しい指宿を見て
もらいたいですね」と話してくれました。

　本市と姉妹都市であるオーストラリアのロックハ
ンプトン市に、８月16日から派遣されていた中学・
高校生15人が、27日に帰郷しました。生徒たちは、
現地でホームステイをしながら、語学研修や文化を
学びました。指宿商業高校２年の長田恭子さん（玉
利）は、「日本とは違う生活や文化を体験でき、貴重
な経験をしました。これからもっと英語を勉強して、
国際感覚を養いたいです」と話しました。

環 境整備で社会貢献異 国の文化を体感
鹿信指宿支店職員らが清掃活動ロックハンプトン市へ海外派遣

早朝からご苦労様でしたロックハンプトン市で記念撮影

会場から打ち上がる花火 何を買おうかな 多くの市民が訪れた会場

多彩なステージイベント

　８月20日・21日、セントラルパーク指宿で第２回いぶ好き夏祭が開
催されました。会場には出店が並び、フラの披露や山川ツマベニ少年
太鼓・バンド演奏、ダンスパフォーマンスなどの多彩なステージも繰
り広げられ、多くの家族連れなどでにぎわいました。２日目は、終盤
に雨が降り出したものの、花火開始直前には上がり、会場内から打ち
上がる間近の花火に、訪れた観客らは大きな歓声を上げていました。
実行委員長の木原一弘さん（潟口）は、「多くの皆さんの協力で、２回
目の祭が開催できました。みんなが喜んでくれているので、来年以降
も開催していきたい」と話しました。

間 近の花火に歓声
第２回いぶ好き夏祭が開催

　８月27日、時遊館COCCOはしむれで64人の子ど
もたちが、圧縮空気と水の力で打ち上がるペットボ
トルロケットを作りました。完成したロケットは、
橋牟礼川遺跡公園で実際に打ち上げ、自分の作った
ロケットの飛行距離にドキドキわくわくしていまし
た。白百合幼稚園の枦夏輝ちゃん（国立病院）は、
「あまり遠くには飛ばなかったけど、上手に作れて
うれしかったです」と笑顔で話しました。

大 空に飛んでいけ
ペットボトルでロケット作り

発射の瞬間はうまく飛ぶかドキドキ
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まちの話題

　９月４日、開聞総合体育館サブアリーナで開聞郷
土芸能祭が開催されました。保存会や子ども会によ
り、開聞の各地域に代々受け継がれる勇壮・華麗な
舞や枚聞神社の祭事で踊られる神舞などが披露され
ました。また今年は、成川長寿会の皆さんによる「成
川そばきい踊り」も出演。踊りの途中、鹿児島弁で
やり取りされる嫁と

しゅうとめ

姑の滑
こ っ け い

稽な掛け合いに、会場内
は沸き上がっていました。

　９月４日、サンシティホールいぶすき一帯で市や消防組合などの関
係機関、潟口・潟山地区自主防災組織など約460人が参加して、総合
防災訓練がありました。東日本大震災を受け、地震・津波等の大規模
災害を想定した、がけ崩れ埋没車両からの救出や転覆船乗組員救助な
どの訓練に、参加者らは機敏に行動していました。訓練後、災害対策
本部長の豊留市長が、「参加団体は今日の成果と課題を持ち帰り、今後
に生かしてほしい」と呼び掛けました。その後、市民会館では、救急
救命士による心肺蘇生法の実技や岩松洋一指宿保健所長による「食の
安全と食中毒予防について」と題した講演も行われました。

歴 史と伝統を伝え続ける

万 一の災害に備える

開聞郷土芸能祭でにぎわう

総合防災訓練で機敏に行動

入野・物袋に伝わる琉球人踊り

　９月３日・４日、今年で10回目を迎える指宿ロー
タリーカップ少年サッカー大会が開催され、熱戦が
繰り広げられました。会場となった指宿いわさきホ
テルサッカー場には、市内外から24チームが集い、
指宿からは選抜チームを含む５チームが出場しまし
た。試合では男の子をしのぐプレーを見せる女の子
や、観戦中に選手よりも熱くなる保護者などもいて、
会場は大いに盛り上がりました。

なでしこジャパンに負けるな

埋没車両からの救出

海難事故訓練

岩松保健所長の講演訓練参加の皆さんはしご車による救出倒壊した家屋からの搬送

目 指せ未来のＪリーガー
ロータリーカップ少年サッカーを開催

Zoom  up  Ibusuki

ズームアップ いぶすき

　９月５日、山川生活学校（水流美紀子会長）のメ
ンバーが、成川区を流れる鳴川の水質調査をしまし
た。バケツで川から汲

く

み上げた水に薬品を投入し、
ＰＨ値、アンモニウム値、ＣＯＤ値をそれぞれ測定。
薬品の反応で色の変わった試験管の水を基準表と照
らし合わせ、現在の水質状況を確認しました。生活
学校では、普段からＬＯＶＥいぶすきを活用して、
生活排水が流れ込む河川の水質保全に努めています。

水質状況を確認、結果は良好

住 みやすい地域づくりを
山川生活学校で水質検査

　９月８日、鹿児島市で「鹿児島県くらし安全・安
心県民大会」が開催され、潟口地区防犯委員会（下
西ノ園和義会長）が、平成23年度防犯功労者の表彰
を受けました。平成17年の結成以降、青パト４台の
導入による昼夜のパトロールをはじめ、登下校時の
立
りっしょう

哨や高齢者への声掛けなどが評価されたものです。
下西ノ園会長は、「今後も、安全・安心な地域であり
続ける活動に努めます」と話しました。

受賞を喜ぶ下西ノ園会長（中央）と委員会の皆さん

地 域の安全を守り続ける
潟口地区防犯委員会が県功労者表彰

　旧山川町と姉妹都市であった北海道倶知安町から、
じゃがいも200kgが届きました。このじゃがいもは
肉じゃがやカレーなど、４回の給食用に調理され、
山川・開聞地域の小・中学校の子どもたちに出され
ました。大成小６年の下川佳蓮さん（迫）は、「甘く
ておいしかった」と笑顔でした。同様に、倶知安町
にも本市からさつまいも200kgが送られ、同町の小・
中学校の給食で出されました。

給 食に倶
く っ ち ゃ ん

知安のじゃがいも
北と南の「いも」で交流

おいしそうな粉吹きいもの給食

　９月５日、魚見小４～６年生が、目隠しをして車
いすに乗ったり、また、両手首・足首に重りを付け、
ひじや首からひざを固定して階段を上り下りしたり
して、障害者や高齢者の日常の動きを疑似体験しま
した。６年生の南野千晶さん（五郎ヶ岡）は、「坂を
上り下りする車いすの操作は難しかったし、目隠し
で乗るのは怖かった。困っている人がいたら助けて
あげたい」と話していました。

健 康のありがたさ知る
障害者や高齢者の日常を疑似体験

乗る人と押す人のコミュニケーションが大切

18広報いぶすき　10月号2011.10　No.70ⅠBUSUKⅠ19



情報掲示板 Information

■
期
日　

10
月
８
日（
土
）

※
雨
天
決
行 

■
集
合　

９
時
ま
で
に
か
い
も
ん

山
麓
ふ
れ
あ
い
公
園

■
終
了　

12
時
（
予
定
）

■
距
離　

約
12
㎞

■
参
加
料　

無
料

■
申
込
締
切
日　

10
月
７
日（
金
）

　

17
時
ま
で

■
申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
先

○
市
観
光
協
会
内
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

協
会
事
務
局
（
担
当
・
下
吉
）

　

☎
㉒
３
２
５
２

○
指
宿
総
合
体
育
館

　

☎
㉒
３
５
１
１

問
い
合
わ
せ
先

市
観
光
協
会
内
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

協
会
事
務
局
（
担
当
・
下
吉
）

☎
㉒
３
２
５
２

　

砂
む
し
会
館
「
砂
楽
」
で
は
、

10
月
26
日
を
「
天
然
砂
風
呂
（
天て

ん

風ぶ

ろ呂
）
の
日
」
と
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
温
泉
の
恵
み
と
日
ご

ろ
の
ご
愛
顧
に
感
謝
し
、
10
月
26

日
を
含
む
１
週
間
を
「
砂
む
し
感

謝
Ｗ
ｅ
ｅ
ｋ
」
と
し
て
、
砂
む
し

温
泉
入
浴
の
割
引
を
実
施
し
ま
す
。

実
施
期
間

　

10
月
22
日（
土
）～
28
日（
金
）

入
浴
割
引
の
利
用

○
下
の
入
浴
割
引
券
を
切
り
取
り
、

受
付
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
大
人
・
小
人
と
も
、
３
０
０
円

で
５
人
ま
で
入
浴
で
き
ま
す
。

※
貸
し
浴
衣
や
タ
オ
ル
は
、
別
料

金
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
他
の
割
引
料
金
と
の
併

用
は
で
き
ま
せ
ん
。

○
夕
方
や
土
・
日
曜
日
は
混
雑
が

予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
時
間
に

余
裕
を
持
っ
て
お
越
し
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先

○
砂
む
し
会
館
「
砂
楽
」

　

☎
㉓
３
９
０
０

○
観
光
課
観
光
施
設
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
３
２
６
）

秋
の
風
を
感
じ
よ
う

か
い
も
ん
清
流

ウ
オ
ー
ク

■
参
加
料　

１
人
５
０
０
円
（
保

険
料
・
ロ
ケ
ッ
ト
材
料
代
）

■
申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

学
び
の
ふ
る
さ
と
講
座

　

米
作
り
が
始
ま
り
、
女
王
卑
弥

呼
が
い
た
弥
生
時
代
と
、
有
力
な

大
王
た
ち
が
巨
大
な
前
方
後
円
墳

を
作
っ
た
古
墳
時
代
を
テ
ー
マ
と

し
た
講
話
で
す
。

　

最
新
の
発
掘
調
査
の
成
果
に
よ

っ
て
分
か
っ
た
、
常
識
を
覆
す
よ

う
な
新
し
い
事
実
を
紹
介
し
な
が

ら
、
楽
し
く
学
び
ま
す
。

■
日
時　

10
月
22
日（
土
）13
時
30

分
～
15
時

■
場
所　

時
遊
館
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は

し
む
れ
１
階
講
堂 

■
演
題　

「
い
ぶ
す
き
の
弥
生
時

代
か
ら
古
墳
時
代

−

最
新
の
考

古
学
成
果
か
ら
み
た
新
事
実

−

」

■
講
師　

中
園
聡
氏
（
鹿
児
島
国

際
大
学
教
授
）

■
対
象　

誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

■
受
講
料　

無
料

■
申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

社
会
教
育
課
文
化
係
（
時
遊
館

Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は
し
む
れ
内
）

☎
㉓
５
１
０
０

「
神
秘
な
宇
宙
の
謎
と
小
惑
星
探

査
機
は
や
ぶ
さ
の
偉
業
」

　

時
遊
館
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は
し
む
れ

で
は
、
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
（
宇
宙
航
空
研

究
開
発
機
構
）
と
共
催
で
、
Ｊ
Ａ

Ｘ
Ａ
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開

催
し
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
の
職
員
か
ら
話
題
を

提
供
し
て
い
た
だ
き
、
参
加
者
か

ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
や
質
問
を

交
え
な
が
ら
、
神
秘
的
な
宇
宙
を

は
じ
め
、
ロ
ケ
ッ
ト
や
国
際
宇
宙

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
開
発
や
技

術
に
つ
い
て
関
心
を
高
め
て
い
た

だ
く
も
の
で
す
。

■
タ
イ
ト
ル　

「
宇
宙
開
発
の
今

と
こ
れ
か
ら
」、「『
は
や
ぶ
さ
』

か
ら
月
探
査
へ
」

■
日
時　

10
月
29
日（
土
）13
時
30

分
～
16
時

■
会
場　

時
遊
館
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は

し
む
れ
１
階
講
堂

■
登
壇
者

○
山
浦
雄
一
氏
（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
執
行

役
）

○
橋
本
樹
明
氏
（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
宇
宙

科
学
研
究
所
教
授
）

■
対
象　

高
校
生
以
上

■
定
員　

１
５
０
人
（
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。）

■
参
加
料　

無
料

■
申
込
方
法　

参
加
者
全
員
の
氏

名
と
年
齢
、
代
表
者
の
住
所
と

電
話
番
号
を
記
載
し
、
往
復
は

が
き
か
メ
ー
ル
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

※
返
信
は
が
き
ま
た
は
メ
ー
ル
の

返
信
が
「
参
加
票
」
と
な
り
ま

す
の
で
当
日
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

■
申
し
込
み
先

〒
８
９
１

−

０
４
０
３

指
宿
市
十
二
町
２
２
９
０

時
遊
館
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は
し
む
れ

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
係

　
　

coccohashim
ure5000

　
　
　
　
　
　
　

 @
yahoo.co.jP

問
い
合
わ
せ
先

社
会
教
育
課
文
化
係
（
時
遊
館

Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は
し
む
れ
内
）

☎
㉓
５
１
０
０

1 2 3 4 5
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13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30

11月

情報掲示板 いぶすき 
Information

   

1
2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22
25 26 27 28 29

10月

小
惑
星
探
査
機
「
は
や
ぶ
さ
」
帰

還
カ
プ
セ
ル
展
示
関
連
イ
ベ
ン
ト

　

小
惑
星
探
査
機
「
は
や
ぶ
さ
」

は
、「
Ｍ

−

Ｖ
ロ
ケ
ッ
ト
５
号
機
」

で
内
之
浦
か
ら
宇
宙
へ
打
ち
上
げ

ら
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
そ
の
「
Ｍ

−

Ｖ
ロ
ケ
ッ
ト
５
号
機
」
と
同
じ

原
理
を
使
っ
た
「
小
型
モ
デ
ル
ロ

ケ
ッ
ト
」
の
打
ち
上
げ
体
験
を
し

ま
す
。

　

宇
宙
や
科
学
に
興
味
の
あ
る
人

は
、
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

10
月
８
日（
土
）９
時
30

分
～
12
時
（
雨
天
時
は
順
延
）

■
場
所　

時
遊
館
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は

し
む
れ
１
階
講
堂　

ほ
か

■
講
師　

橋
元
秀
則
氏
（
小
型
モ

デ
ル
ロ
ケ
ッ
ト
ラ
イ
セ
ン
ス
指

導
講
師
・
県
天
文
協
会
役
員
）

他
３
人

■
内
容　

小
型
モ
デ
ル
ロ
ケ
ッ
ト

を
工
作
し
て
、
歴
史
公
園
の
広

場
で
打
ち
上
げ
体
験
を
行
い
ま

す
。

■
対
象　

誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

■
定
員　

50
人

時
遊
館
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ

は
し
む
れ

第
66
回 

Ｊジ

ャ

ク

サ

Ａ
Ｘ
Ａ 

タ
ウ
ン

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ 

ｉｎ 

指
宿

催
し

23
30

24
31

　

ヘ
ル
シ
ー
ラ
ン
ド
で
は
、
日
ご

ろ
の
ご
愛
顧
に
感
謝
し
、
10
月
と

11
月
の
２
カ
月
間
を
「
お
客
様
感

謝
フ
ェ
ア
」
と
し
て
、
露
天
風
呂

入
浴
割
引
を
実
施
し
ま
す
。

　

左
の
入
浴
割
引
券
を
切
り
取
り
、

受
付
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

開
聞
岳
の
す
そ
野
に
沈
む
夕
日

を
堪
能
し
な
が
ら
、
心
も
体
も
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
せ
ん
か
。

■
営
業
時
間

　

露
天
風
呂　

９
時
30
分
～
19
時

　

30
分
（
休
館
日
・
木
曜
日
）

問
い
合
わ
せ
先

○
ヘ
ル
シ
ー
ラ
ン
ド

　

☎
㉗
６
９
６
６

○
露
天
風
呂
「
た
ま
て
箱
温
泉
」

　

☎
㉟
３
５
７
７お客様感謝フェア
サービス期間

ヘルシーランド露天風呂
　 〜たまて箱温泉〜

10月26日は「天然砂風呂の日」

　 ヘルシーランド露天風呂〜たまて箱温泉〜

露天風呂入浴割引券（10月分）
○毎週木曜日（祝日の場合は金曜日）は休館日です。
※露天風呂は、偶数日が男性「和風」、女性「洋風」、奇数日は逆に
　なります。
○大人は330円、子ども（小学生以下）は200円で入浴できます。
○本券１枚で５名様まで割引入浴できます。
○他の割引料金との併用はできません。
○割引券は原本に限ります（コピー・印刷不可）。

○毎週木曜日（祝日の場合は金曜日）は休館日です。
※露天風呂は、偶数日が男性「和風」、女性「洋風」、奇数日は逆に
　なります。
○大人は330円、子ども（小学生以下）は200円で入浴できます。
○本券１枚で５名様まで割引入浴できます。
○他の割引料金との併用はできません。
○割引券は原本に限ります（コピー・印刷不可）。

有効期間  平成23年10月１日(土)〜31日(月)

　 ヘルシーランド露天風呂〜たまて箱温泉〜

露天風呂入浴割引券（11月分）
有効期間  平成23年11月１日(火)〜30日(水)

きりとり線

きりとり線

きりとり線

き
り
と
り
線

きりとり線

きりとり線

砂むし会館「砂楽」
砂むし入浴割引券 
○大人・小人とも300円で入浴できます。
※貸し浴衣・タオル代は別料金となります。
○本券１枚で５名様まで割引料金となります。
○他の割引料金との併用はできません。
○割引券は原本に限ります（コピー・印刷不可）。

有効期間　平成23年10月22日（土）～28日（金）
夕方や土・日は混雑が
予想されますので、時
間に余裕を持ってお越
しください。

き
り
と
り
線

２月16日、相模原市での開催の様子
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さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
し
込
み
先

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
指
宿

☎
㉒
４
１
３
５

問
い
合
わ
せ
先

鹿
児
島
障
害
者
職
業
能
力
開
発

校☎
０
９
９
６-

４
４-

２
２
０
６

　

市
は
、
平
成
25
年
に
横
浜
市
で

開
催
予
定
の
「
第
21
回
女
性
消
防

操
法
大
会
」
に
、
鹿
児
島
県
代
表

と
し
て
出
場
す
る
こ
と
が
決
ま
り

ま
し
た
。

　

そ
こ
で
市
で
は
、
女
性
消
防
隊

員
と
し
て
消
防
操
法
を
身
に
付
け
、

全
国
大
会
に
出
場
し
て
い
た
だ
け

る
人
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
人
数　

12
人

■
応
募
資
格　

市
内
に
居
住
し
て

い
る
18
歳
～
40
歳
の
社
会
人
の

女
性

■
募
集
期
間　

10
月
１
日（
土
）～

31
日（
月
）

■
応
募
方
法　

住
所
、
氏
名
、
連

絡
先
を
危
機
管
理
室
ま
で
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他　

訓
練
活
動
に
必
要
な

被
服
一
式
を
貸
与
し
ま
す
。

※
各
消
防
分
団
で
は
随
時
、
団
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

危
機
管
理
室
危
機
管
理
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
１
５
２
）

　

県
で
は
、
沖
縄
を
除
く
九
州
７

県
共
同
で
、
マ
イ
バ
ッ
グ
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
す
。

　

ス
ー
パ
ー
等
で
配
布
さ
れ
る
レ

ジ
袋
の
製
造
に
は
、
原
料
と
し
て

石
油
が
使
用
さ
れ
、
製
造
過
程
で

は
二
酸
化
炭
素
を
排
出
す
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
買
い
物
の
際
に

マ
イ
バ
ッ
グ
を
利
用
す
る
こ
と
で

レ
ジ
袋
が
削
減
さ
れ
、
限
り
あ
る

資
源
の
抑
制
と
、
地
球
温
暖
化
の

原
因
と
さ
れ
て
い
る
二
酸
化
炭
素

の
削
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。
こ
の

機
会
に
、
身
近
な
買
い
物
を
通
し

て
、
地
球
環
境
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
。

■
期
間　

10
月
１
日（
土
）～
31
日

　
（
月
）

問
い
合
わ
せ
先

県
廃
棄
物
・
リ
サ
イ
ク
ル
対
策

課☎
０
９
９-

２
８
６-

２
５
９
４

　

関
東
指
宿
会
で
は
、
定
期
総
会

に
併
せ
て
「
砂
蒸
し
温
泉
塾
」
を

開
講
し
ま
す
。
関
東
在
住
の
指
宿

出
身
者
は
も
ち
ろ
ん
、
故
郷
指
宿

か
ら
の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。

■
日
時　

11
月
12
日（
土
）

○
第
１
部

講
演
会　

15
時
～
17
時　

テ
ー
マ
「
指
宿
へ
の
感
謝
の
気

持
ち
」

○
第
２
部

　

懇
親
会　

17
時
30
分
～
19
時

■
場
所　

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿

１

−

24

−

１　

エ
ス
テ
ッ
ク
情

報
ビ
ル　

第
一
生
命
24
階　

大

会
議
室

■
会
費　

３
，０
０
０
円

※
第
２
部
に
参
加
さ
れ
る
人
の
み

徴
収
し
ま
す
。

■
申
込
締
切
日　

10
月
14
日（
金
）

※
申
込
方
法
に
つ
い
て
は
、
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

関
東
指
宿
会
事
務
局

幹
事
長
・
下
吹
越
一
孝

☎
０
３-

３
２
２
６-

０
９
５
１

　

市
は
、
山
川
港
を
題
材
と
し
た

「
山
川
再
発
見
の
旅
」
写
真
展
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

山
川
港
は
、
火
口
と
い
う
独
特

の
地
形
を
利
用
し
た
天
然
の
良
港

と
し
て
知
ら
れ
、
台
風
等
の
避
難

港
と
し
て
も
重
要
な
役
割
を
果
た

し
て
き
ま
し
た
。　
　

　

写
真
展
で
は
、
昭
和
初
期
の
か

つ
お
の
水
揚
げ
や
港
ま
つ
り
の
華

や
か
な
宴
会
、
名
物
山
川
漬
や
か

つ
お
節
、
さ
つ
ま
い
も
の
歴
史
に

つ
い
て
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
絵
画
に
よ
る
昭
和
の
観
光
図

の
展
示
も
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

■
展
示
期
間　

12
月
28
日（
水
）ま

で
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

■
時
間　

８
時
30
分
～
17
時

■
展
示
会
場　

山
川
庁
舎
２
階

■
入
場
料　

無
料

問
い
合
わ
せ
先

山
川
支
所
地
域
振
興
課

☎
㉞
１
１
１
１
（
内
線
１
２
３
）

　

鹿
児
島
障
害
者
職
業
能
力
開
発

校
で
は
、
障
害
者
委
託
訓
練
生
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

■
訓
練
科
目　

Ｏ
Ａ
事
務
科

■
定
員　

10
人

■
訓
練
期
間　

12
月
６
日（
火
）～

平
成
24
年
２
月
28
日（
火
）

■
授
業
料　

無
料

■
対
象　

身
体
障
害
者
手
帳
を
持

つ
人
で
、
早
期
の
就
職
や
復
職

を
目
指
す
人

■
募
集
期
間　

10
月
11
日（
火
）～

11
月
４
日（
金
）

■
申
込
方
法　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
指

宿
に
設
置
し
て
あ
る
所
定
の
用

紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
選
考
方
法　

面
接

○
日
時　

11
月
16
日（
水
）13
時

○
場
所　

学
校
法
人
赤
塚
学
園

■
そ
の
他　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
指
宿

か
ら
斡あ

っ
せ
ん旋
を
受
け
た
人
で
、
雇

用
保
険
を
受
給
し
て
い
る
人
は
、

訓
練
期
間
中
も
給
付
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
雇
用
保
険
を
受
給
し
て

い
な
い
人
は
、
訓
練
生
活
支
援

給
付
金
か
訓
練
助
成
金
が
支
給

情報掲示板 Information

障
害
者
委
託
訓
練
生

　

木
市
振
興
会
で
は
、
秋
の
木
市

を
開
催
し
ま
す
。
家
族
連
れ
で
、

ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

■
期
間　

10
月
８
日（
土
）～
16
日

　
（
日
）

■
場
所　

弥
次
ヶ
湯
温
泉
駐
車
場

隣
り

問
い
合
わ
せ
先

農
政
課
営
農
振
興
係
（
い
ぶ
す

き
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
７
１
３
）

　

市
子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
で
は
、

地
域
で
子
育
て
の
悩
み
や
不
安
な

ど
を
持
つ
保
護
者
の
情
報
交
換
の

場
と
し
て
、
子
育
て
サ
ロ
ン
「
ス

マ
イ
ル
ひ
ろ
ば
」
を
毎
月
第
３
木

曜
日
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

親
子
で
、
ま
た
は
保
護
者
だ
け
で

も
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

■
期
日

10
月
20
日（
木
）

11
月
17
日（
木
）

12
月
15
日（
木
）

平
成
24
年

１
月
19
日（
木
）

３
月
15
日（
木
）

※
２
月
は
、
会
場
の
都
合
に
よ
り

開
催
し
ま
せ
ん
。

■
時
間　

10
時
～
11
時
30
分

■
場
所　

時
遊
館
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は

し
む
れ
講
堂

■
参
加
料　

無
料

■
内
容　

子
育
て
相
談
、
読
み
聞

か
せ
、
体
操
な
ど

問
い
合
わ
せ
先

市
子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
事
務
局

（
社
会
教
育
課
社
会
教
育
係
／

時
遊
館
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は
し
む
れ

内
）

☎
㉓
５
１
０
０

■
日
時　

11
月
５
日（
土
）18
時
～

■
場
所　

指
宿
総
合
体
育
館

■
対
象　

市
内
在
住
の
社
会
人

■
登
録
料　

年
間
１
人
５
０
０
円

※
今
年
度
、
未
登
録
者
の
み
必
要

で
す
。

■
ル
ー
ル　

４
人
制

■
申
込
締
切
日　

10
月
31
日（
月
）

17
時
ま
で

申
し
込
み
先

指
宿
総
合
体
育
館

☎
㉒
３
５
１
１

問
い
合
わ
せ
先

ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会

会
長　

新
山
冨
貴
子

☎
㉔
４
５
０
１

秋
の
木
市

ス
マ
イ
ル
ひ
ろ
ば

ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会

　１年の走り始めとして、菜の花満開の南薩路を駆
け抜けてみませんか。
　市民の温かい声援とおもてなしの心に触れ合える
菜の花マラソンは、きっとランナーの記憶に残ると
思います。
　皆さんの参加をお待ちしています。

■種目
○フルマラソン　９：00スタート（19歳以上）
※今回から10㎞コースはありません。
■参加料　4,500円
■申込締切日　11月30日（水）当日消印有効

申し込み・問い合わせ先
〒891-0405　指宿市湊２-５-33
いぶすき菜の花マラソン大会実行委員会
☎㉒2550

　コース別に、開聞岳や知林ヶ島など美しい景観を
楽しむことができます。菜の花咲き乱れる南薩路を
歩いて、一足早い春の息吹を感じませんか。

■１月21日（土）　40㎞・25㎞・12㎞コース
　（スタート・フィニッシュ　かいもん山麓ふれあい
　公園）
■１月22日（日）　30㎞・20㎞・10㎞・５㎞コース
　（スタート・フィニッシュ　ふれあいプラザなのは
　な館）
■参加料　一般2,000円、高校生以下1,000円
　　　　　市内中学生以下無料
■申込締切日　12月22日（木）
※締め切り後も受け付けますが、大会パンフレット

の名簿には記載されません。

申し込み・問い合わせ先
〒891-0405　指宿市湊２-５-33
いぶすき菜の花マーチ実行委員会
☎㉒5519

第31回いぶすき菜の花マラソン大会
平成24年１月８日（日）開催

第20回いぶすき菜の花マーチ
平成24年１月21日（土）・22日（日）開催

募
集

山
川
再
発
見
の
旅

写
真
展

女
性
消
防
隊
に

入
り
ま
せ
ん
か

九
州
統
一

マ
イ
バ
ッ
グ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

関
東
指
宿
会

Ｉ
＆
Ｕ

砂
蒸
し
温
泉
塾

お
知
ら
せ
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土
地
は
国
民
の
た
め
の
限
ら
れ

た
貴
重
な
資
源
で
す
。
将
来
の
子

ど
も
た
ち
の
た
め
、
明
日
の
豊
か

な
暮
ら
し
の
た
め
に
も
土
地
の
有

効
利
用
が
大
切
で
す
。

　

国
土
利
用
計
画
法
と
、
公
有
地

の
拡
大
の
推
進
に
関
す
る
法
律
で

は
、
土
地
の
投
機
的
取
引
や
地
価

の
高
騰
を
抑
制
し
、
乱
開
発
を
防

止
す
る
た
め
に
、
一
定
面
積
以
上

の
土
地
取
引
に
つ
い
て
届
出
制
を

設
け
て
い
ま
す
。

国
土
利
用
計
画
法

■
届
出
の
必
要
な
土
地
取
引

売
買
や
交
換
、
代
物
弁
済
な
ど

で
、
次
に
該
当
す
る
も
の

都
市
計
画
区
域
内

　

５
，０
０
０
㎡
以
上

都
市
計
画
区
域
外

　

１
０
，０
０
０
㎡
以
上

※
個
々
の
取
引
面
積
は
小
さ
く
て

情報掲示板 Information

　

行
政
相
談
が
、
次
の
日
程
で
実

施
さ
れ
ま
す
。

　

暮
ら
し
の
中
で
、
行
政
に
対
す

る
苦
情
や
要
望
な
ど
が
あ
れ
ば
、

こ
の
機
会
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く

守
ら
れ
ま
す
。

行
政
相
談
委
員

○
指
宿
地
区
担
当

　

今
村
新
作　

☎
㉓
４
２
８
５

○
山
川
地
区
担
当

　

田
中
誠
一　

☎
㉟
２
１
１
０

○
開
聞
地
区
担
当

　

村
山
陽
子　

☎
㉜
４
８
１
４

　

国
は
、
地
域
社
会
に
お
け
る
精

神
障
害
者
の
福
祉
の
増
進
お
よ
び

国
民
の
精
神
保
健
の
向
上
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
精
神
保
健

福
祉
普
及
運
動
を
全
国
一
斉
に
実

施
し
ま
す
。

■
実
施
期
間　

10
月
24
日（
月
）～

　

30
日（
日
）

■
目
的

○
社
会
に
お
け
る
精
神
保
健
お
よ

び
精
神
障
害
者
の
福
祉
に
関
す

る
理
解
を
深
め
る
。

○
精
神
障
害
者
の
早
期
治
療
な
ら

び
に
社
会
復
帰
お
よ
び
自
立
と

社
会
参
加
の
推
進
を
図
る
。

○
精
神
障
害
の
発
生
の
予
防
そ
の

他
国
民
の
精
神
的
健
康
の
保
持

お
よ
び
推
進
を
図
る
。

○
精
神
障
害
者
の
福
祉
の
増
進
お

よ
び
国
民
の
精
神
保
健
の
向
上

を
図
る
。

■
推
進
標
語

「
困
難
を
乗
り
越
え
て
育は

ぐ
くも
う

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
」

問
い
合
わ
せ
先

地
域
福
祉
課
障
害
福
祉
係　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
７
５
）

　

生
の
サ
ツ
マ
イ
モ
の
切
れ
端
や

皮
等
は
必
ず
加
熱
し
、
家
庭
ご
み

と
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

煮
た
り
焼
い
た
り
し
て
、
一
度

加
熱
し
た
サ
ツ
マ
イ
モ
の
食
べ
残

し
は
、
一
般
の
ご
み
と
し
て
処
分

で
き
ま
す
。

※
生
の
サ
ツ
マ
イ
モ
を
庭
先
に
捨

て
る
の
は
大
変
危
険
で
す
。

　

現
在
、
イ
モ
ゾ
ウ
ム
シ
や
ア
リ
モ
ド
キ
ゾ
ウ
ム
シ
の
根
絶
に
向
け
て
、

植
物
防
疫
法
に
よ
り
、
サ
ツ
マ
イ
モ
等
を
防
除
区
域
内
か
ら
区
域
外
に
持

ち
出
す
こ
と
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
区
域
外
で
生
産
さ
れ
た
サ
ツ
マ
イ
モ
を
買
っ
た
り
、
も
ら
っ

た
り
し
て
家
庭
で
食
べ
る
こ
と
は
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。
次
の
こ
と
に
注
意

し
て
、
お
い
し
い
サ
ツ
マ
イ
モ
を
食
べ
ま
し
ょ
う
。

　

サ
ツ
マ
イ
モ
は
、
虫
が
入
ら
な

い
よ
う
容
器
に
入
れ
て
、
な
る
べ

く
家
の
中
で
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

地
面
に
近
い
と
こ
ろ
に
保
管
す
る

と
イ
モ
ゾ
ウ
ム
シ
等
が
寄
っ
て
く

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。　

※
虫
が
食
べ
た
跡
や
、
虫
が
付
い

て
い
る
サ
ツ
マ
イ
モ
を
見
付
け

た
場
合
は
、
す
ぐ
に
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先

○
県
病
害
虫
防
除
所

　

☎
０
９
９-

２
４
５-

１
１
５
７

○
南
薩
地
域
振
興
局
農
政
普
及
課

指
宿
市
十
二
町
駐
在  

　

☎
㉒
６
４
２
２

○
農
政
課
営
農
振
興
係
（
い
ぶ
す

き
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
内
）

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
７
１
４
）

　

10
月
は
「
秋
の
農
作
業
事
故
ゼ

ロ
運
動
月
間
」
で
す
。

　

農
業
機
械
に
よ
る
農
作
業
事
故

を
防
ぐ
た
め
、
次
の
こ
と
に
注
意

し
、
安
全
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

■
安
全
対
策
事
項

①
ゆ
と
り
を
持
っ
た
、
無
理
の
な

い
農
作
業
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

②
農
業
機
械
の
点
検
・
整
備
、
作

業
場
所
の
安
全
確
認
を
行
い
、

い
つ
で
も
農
業
機
械
を
緊
急
停

止
で
き
る
よ
う
準
備
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

③
ほ
場
へ
の
進
入
路
や
段
差
、
路

肩
に
は
十
分
注
意
し
、
農
業
機

械
の
転
落
・
転
倒
を
防
ぎ
ま
し

ょ
う
。

④
一
般
道
路
で
の
走
行
は
、
他
の

車
両
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
他
の
車
両
か
ら
分
か
り
や

す
い
よ
う
に
、
反
射
材
な
ど
を

付
け
ま
し
ょ
う
。

⑤
農
作
業
中
の
安
全
を
確
保
す
る

た
め
、
作
業
は
明
る
い
う
ち
に

複
数
の
人
で
行
い
ま
し
ょ
う
。

⑥
農
作
業
に
出
掛
け
る
前
に
は
家

族
な
ど
に
声
を
掛
け
、
作
業
予

定
時
間
や
所
在
を
明
ら
か
に
し

ま
し
ょ
う
。

⑦
ト
ラ
ク
タ
ー
に
乗
車
す
る
際
は
、

も
、
合
計
で
一
定
面
積
以
上
と

な
る
場
合
に
は
届
出
が
必
要
で

す
。

■
届
出
者

土
地
の
権
利
取
得
者
（
買
い
主
）

■
届
出
期
限

　

契
約
締
結
日
（
予
約
を
含
む
）

か
ら
２
週
間
以
内

公
有
地
の
拡
大
の
推
進
に
関
す
る

法
律

■
届
出
の
必
要
な
土
地
取
引

土
地
の
有
償
譲
渡
で
、
次
に
該

当
す
る
も
の

※
市
や
県
に
土
地
を
売
る
場
合
、

届
出
は
不
要
で
す
。

都
市
計
画
区
域
内

①
道
路
、
都
市
公
園
、
河
川
な
ど

の
予
定
地
で
２
０
０
㎡
以
上

②
そ
れ
以
外
で
１
０
，０
０
０
㎡
以

上
都
市
計
画
区
域
外

　

届
出
は
不
要
で
す
。

■
届
出
者

　

土
地
の
権
利
譲
渡
者
（
売
り
主
）

■
届
出
期
限

土
地
を
譲
渡
し
よ
う
と
す
る
日

の
３
週
間
前
ま
で

※
い
ず
れ
も
、
届
出
を
し
な
い
と

法
律
に
よ
り
罰
せ
ら
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

届
出
・
問
い
合
わ
せ
先

市
長
公
室
総
合
調
整
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
１
２
４
）

行
政
相
談
週
間

精
神
保
健
福
祉

普
及
運
動

秋
の
農
作
業
事
故

ゼ
ロ
運
動
月
間

人
権
問
題
シ
リ
ー
ズ
70

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
ヘ
ル
メ
ッ
ト

を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

⑧
作
業
中
の
災
害
に
備
え
、
労
災

保
険
等
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

※
労
災
保
険
に
つ
い
て
は
、
い
ぶ

す
き
農
業
協
同
組
合
の
各
総
合

支
所
・
本
所
総
務
課
に
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

農
業
委
員
会
事
務
局
振
興
係（
い

ぶ
す
き
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
７
２
３
）

　

県
と
県
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

福
祉
職
場
の
人
材
確
保
と
就
職
希

望
者
の
求
職
活
動
を
支
援
す
る
た

め
、
人
事
担
当
者
と
就
職
希
望
者

と
の
ミ
ニ
就
職
面
談
会
を
開
催
し

ま
す
。

■
日
時　

10
月
14
日（
金
）13
時
～

16
時

■
場
所　

ふ
れ
あ
い
か
せ
だ
「
い

に
し
へ
ホ
ー
ル
」

　

南
さ
つ
ま
市
加
世
田
川
畑
２
６

　

２
７

−

１

■
対
象　

一
般
求
職
者
、
来
春
大

学
・
専
門
学
校
な
ど
の
卒
業
予

定
者
お
よ
び
福
祉
施
設
の
人
事

担
当
者

■
内
容　

就
職
面
談
会
、
求
職
登

録
相
談
な
ど

問
い
合
わ
せ
先

県
社
会
福
祉
協
議
会
福
祉
人
材
・

研
修
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
９-

２
５
８-

７
８
８
８

　

損
害
賠
償
額
の
精
査
、
治
療
や

後
遺
症
に
関
す
る
不
安
や
悩
み
な

ど
、
交
通
事
故
に
関
す
る
す
べ
て

の
相
談
が
可
能
で
す
。

　

な
お
、
相
談
は
事
前
に
予
約
し

た
人
を
優
先
し
ま
す
。

※
電
話
に
よ
る
無
料
相
談
も
で
き

　

ま
す（
月
～
金
・
９
時
～
16
時
）。

■
日
時　

10
月
15
日（
土
）10
時
～

15
時

■
場
所　

市
民
会
館
小
会
議
室

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
交
通
事
故
被
害
者

救
済
推
進
協
会

南
薩
地
区
担
当　

有
田
ム
ツ
ミ

☎
０
９
９-

３
４
５-

１
０
８
９

交
通
事
故
の

無
料
相
談
会

福
祉
職
場
の

ミ
ニ
就
職
面
談
会

処
分
方
法

イ
モ
ゾ
ウ
ム
シ
等
の
根
絶
に
ご
協
力
を

家
庭
で
で
き
る
防
除
方
法

保
管
方
法

期　　日 時　　間 場　　　　所
10月18日（火） 10：00～12.：00 山川図書館
10月19日（水） 12：00～15：00 開聞農業構造改善センター

10月20日（木）
９：00～15：00 指宿老人福祉センター
12：00～15：00 開聞農業構造改善センター

10月21日（金）
９：00～15：00 指宿老人福祉センター
12：00～15：00 開聞農業構造改善センター

10月22日（土） 12：00～15：00 開聞農業構造改善センター

10月は
「土地月間」

生
命
の
尊
さ

　

い
じ
め
や
児
童
虐
待
、
ス
ト
ー

カ
ー
行
為
、
近
隣
で
の
ト
ラ
ブ
ル

に
起
因
す
る
事
件
な
ど
、
日
常
生

活
に
お
い
て
、
さ
さ
い
な
事
か
ら

簡
単
に
人
が
殺
傷
さ
れ
る
事
件
が

後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　

そ
の
背
景
に
お
い
て
は
、
人
の

命
を
尊
重
す
る
意
識
が
薄
れ
て
き

て
い
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

誰
ひ
と
り
と
し
て
差
別
や
い
じ

め
を
受
け
る
こ
と
や
、
殺
人
に
よ

っ
て
尊
い
生
命
を
奪
わ
れ
る
こ
と

が
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

自
殺
に
よ
っ
て
自
ら
命
を
絶
つ
こ

と
も
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

世
界
中
の
誰
も
が
、
生
ま
れ
な

が
ら
に
幸
せ
に
生
き
る
権
利
を
持

っ
て
い
ま
す
。

　

大
切
な
の
は
、
私
た
ち
一
人
ひ

と
り
が
、「
自
分
と
同
様
に
、
他
の

人
も
大
切
な
存
在
」
と
認
識
し
、

人
の
命
を
尊
重
す
る
こ
と
で
す
。

今
月
の
特
設
人
権
相
談
所

日
時　

10
月
13
日（
木
）

　
　
　

10
時
～
15
時

場
所　

山
川
文
化
ホ
ー
ル

問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
協
働
課
戸
籍
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
１
７
）
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ェ
リ
ー
か
ら
の
指
宿
の
景

　
　
　

色
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

な
か
な
か
知
ら
な
い
人
も
多
い
と

思
い
ま
す
。（
50
歳
・
い
ま
ち
ゃ
ん
）

　
　
　

民
の
皆
さ
ん
に
も
ぜ
ひ
、

　
　
　

山
川
‐
根
占
航
路
を
利
用

し
て
、
大
隅
の
観
光
等
を
楽
し
ん

で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　

宿
は
ソ
ラ
マ
メ
や
オ
ク
ラ

　
　
　

の
産
地
で
す
が
、
雑
草
の

除
草
剤
を
多
く
ま
い
て
い
る
よ
う

に
思
い
ま
す
。
残
留
土
は
大
丈
夫

な
の
で
し
ょ
う
か
。
い
つ
も
心
配

し
て
い
ま
す
。（
61
歳
・
鰻
池
の
ガ

ラ
ッ
パ
）

　
　
　

の
安
全
・
安
心
に
つ
い
て

　
　
　

は
、
今
日
、
消
費
者
が
特

に
関
心
を
寄
せ
て
い
る
こ
と
で
す
。

除
草
剤
等
の
農
薬
に
つ
い
て
は
、

「
使
用
基
準
」
に
基
づ
き
正
し
く

使
用
す
る
こ
と
が
法
律
に
よ
り
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
生
産
者

も
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
農
薬
を

使
用
し
て
お
り
、
こ
の
基
準
の
範

囲
内
で
使
用
さ
れ
て
い
れ
ば
、
健

康
等
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
は
な

い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　

イ
ン
道
路
の
除
草
は
、
何

　
　
　

と
か
な
り
ま
せ
ん
か
。
観

光
客
に
い
い
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て

い
た
だ
く
た
め
に
も
、
気
に
な
っ

て
い
ま
す
。
地
域
の
方
々
で
や
っ

て
も
い
い
こ
と
か
も
…
。
年
間
を

通
し
て
の
計
画
を
作
っ
て
み
る
こ

と
な
ど
、
考
え
て
く
だ
さ
い
。（
68

歳
・
女
性
）

　
　
　

が
家
の
前
の
歩
道
に
は
、

　
　
　

と
て
も
雑
草
が
生
え
ま
す
。

自
分
で
草
取
り
を
し
て
い
ま
し
た

が
ぎ
っ
く
り
腰
に
な
り
、
そ
の
ま

ま
に
し
て
い
ま
し
た
。
先
日
、
見

知
ら
ぬ
お
じ
さ
ん
が
草
を
取
り
、

歩
道
を
ほ
う
き
で
掃
い
た
上
、
取

っ
た
草
を
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
て

持
っ
て
帰
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
方

の
行
動
に
、
本
当
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
精
神
を
感
じ
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
、
お
じ
さ
ん
。（
57
歳
・
指
宿

お
ご
じ
ょ
）

　
　
　

路
沿
い
の
雑
草
は
、
市
や

　
　
　

県
で
定
期
的
に
除
草
作
業

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
夏
場
は
特

に
目
立
ち
が
ち
で
す
。
市
民
の
皆

さ
ん
に
も
ク
リ
ー
ン
指
宿
で
の
一

斉
作
業
や
、
集
落
独
自
の
清
掃
作

業
を
行
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

今
後
も
行
政
と
市
民
の
協
働
に
よ

り
、
美
し
い
ま
ち
の
維
持
に
努
め

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　

歩
す
る
道
路
に
犬
の
ふ
ん

　
　
　

が
多
く
目
に
付
き
ま
す
。

何
と
か
な
ら
な
い
も
の
で
す
か
。

（
68
歳
・
飲
太
郎
）

　
　
　

を
散
歩
に
連
れ
歩
く
の
は
、

　
　
　

飼
い
主
が
愛
情
を
注
い
で

い
る
証
拠
で
す
。
愛
犬
の
ふ
ん
の

始
末
ま
で
、
愛
情
を
持
っ
て
行
っ

て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。

　
　
　

州
新
幹
線
鹿
児
島
ル
ー
ト

　
　
　

の
全
線
開
業
と
「
い
ぶ
た

ま
」
の
運
行
等
で
、
観
光
客
が
増

加
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

観
光
客
を
見
掛
け
た
ら
、
明
る
く

元
気
に
あ
い
さ
つ
を
し
よ
う
と
思

っ
て
い
ま
す
。（
63
歳
・
彦
星
）

　
　
　

日
、
い
ぶ
た
ま
効
果
で
に

　
　
　

ぎ
わ
う
本
市
の
様
子
が
、

テ
レ
ビ
で
放
映
さ
れ
ま
し
た
。
今

和
泉
校
区
の
皆
さ
ん
が
、
い
ぶ
た

ま
に
手
を
振
っ
て
歓
迎
す
る
姿
に
、

い
ぶ
た
ま
利
用
の
観
光
客
が
、「
感

動
し
て
心
が
熱
く
な
り
ま
し
た
。

ま
た
来
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。
今
後
も
、
お
も

て
な
し
の
心
で
、
訪
れ
る
観
光
客

を
迎
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
　
　

年
も
わ
が
家
に
ツ
バ
メ
が

　
　
　

巣
を
作
り
、
か
わ
い
い
ひ

な
た
ち
が
６
羽
巣
立
っ
て
い
き
ま

し
た
。
毎
年
、
故
郷
を
忘
れ
ず
に

帰
っ
て
来
る
ツ
バ
メ
た
ち
が
、
と

て
も
い
と
お
し
い
で
す
。（
56
歳
・

女
性
）

　
　
　

年
、
ツ
バ
メ
が
帰
っ
て
来

　
　
　

る
の
も
、
そ
の
場
所
が
心

地
い
い
か
ら
な
の
で
し
ょ
う
。
訪

れ
た
観
光
客
に
と
っ
て
も
「
ま
た

帰
っ
て
来
た
い
」
と
思
え
る
指
宿

で
あ
り
た
い
も
の
で
す
。

　
　
　

い
こ
の
間
、
唐
船
峡
へ
行

　
　
　

っ
て
お
い
し
く
そ
う
め
ん

を
食
べ
ま
し
た
。
や
っ
ぱ
り
夏
に

は
最
高
で
す
。
水
の
流
れ
を
見
て

い
る
だ
け
で
、
涼
し
く
な
り
ま
す
。

い
っ
ぱ
い
食
べ
て
、
帰
り
の
長
い

階
段
で
息
が
上
が
り
ま
し
た
。

（
32
歳
・
プ
ー
さ
ん
）

　
　
　

年
の
唐
船
峡
は
、
例
年
以

　
　
　

上
の
来
客
で
大
盛
況
の
夏

で
し
た
。

フ

指食

道 わ

散九

今つ

メ

犬先

毎今

市の夏の風物詩・唐船峡

フェリーからの市内の眺め

ここは市民の集いの場。
広報紙お知らせ版のクイズに
応募いただいた意見を掲載し
ています。

寄ってらっしゃい

湯
い

豊
ぶ

宿
す き

茶屋

◎
指
宿
図
書
館

☎
㉓
2
8
2
7

◎
山
川
図
書
館

☎
㉟
3
3
0
0

◎
開
聞
図
書
室

☎
㉜
4
8
7
7

◎
本
の
ひ
ろ
ば

【内容】
　故郷の雄大な自然と
ともに生きた不世出の
天才・宮沢賢治。賢治
が遺した言葉は、時に
は厳しく、時には優し
く今の時代を生きる人
々へ勇気と希望・生き
る力を与えてくれる。
彼が愛した岩手の四季
折々の写真とともに、
多くの作品の中から選

え

りすぐりの言葉を紹介。

【内容】
　ある日、４人兄弟が
いる、おかしきさんち
に次から次へと捨て猫
が担ぎ込まれてきます。
なぜかというと「長男
の『ふー』がいるから」
とみんなは口にするの
で、お母さんはびっく
り。個性豊かな４兄弟
の１日を描いた絵本で
す。

10月の図書館カレンダー

かなしみはちからに
宮沢賢治（著）
齋藤孝（監修）奥山淳志（写真）
朝日新聞出版

 図書館からのお知らせ
山川図書館利用券について
　指宿・山川図書館のシステム統合に伴い、山川
図書館利用券が指宿図書館でも使用できるように
なります。そのため、利用券を山川図書館に預け
ている人は、引き取りに来てください。12月まで
に引き取られない利用券は、処分します（再度登
録することは可能です）。
指宿図書館の電算化に伴う休館について	
　指宿図書館は図書館業務の電算化のため、平成
24年１月31日までの予定で休館中です。ただし、
学習室は通常どおり利用することができます。電
算化されると、館内の検索機や自宅のパソコン、
携帯電話から借りたい本の在庫状況などを調べる
ことができるようになり、今までできなかった電
話での貸出延長（貸出日から２週間以内）や予約
も可能になります。ご迷惑をお掛けしますが、ご
理解・ご協力をお願いします。また、自宅に返し
忘れた本がある人は、早めに返却してください。
電算化には、指宿図書館が所蔵するすべての本の
現物が必要になります。指宿・山川図書館には、
返却ポストを設置しています。休館日や夜間でも
本を返すことができますので、利用してください。
なお、借りている本のタイトルや冊数など不明の
ある場合は、それぞれの図書館に問い合わせてく
ださい。

読書週間の取り組みについて
　10月27日～11月９日の「読書週間」の期間中、山	川
図書館と開聞図書室では、次の取り組みを行います。
■山川図書館
　職員おすすめの本をＰＯＰ付きで紹介します。どう
ぞ利用してください。
■開聞図書室
　「秋の夜長に長い本を読んでみよう。本と一緒に冒
険の旅に出かけよう」をテーマに「冒険」の本の展示
を行います。

今 月 の お す す め

ホームページ　http://www6.ocn.ne.jp/~s_mame/index.html　

みんなくるくる、よってくる
おのりえん（文）
はたこうしろう（絵）
フレーベル館

一般図書（山川図書館） 児童図書（山川図書館）

日

行　

事　

な　

ど

1
土
無
料
法
律
・
登
記
・
税
務
相
談

2
日
小
学
校
運
動
会（
利
永
小
除
く
）

3
月

4
火

5
�

6
木

7
金

8
土

い
ぶ
す
き
子
ど
も
映
画
祭

は
や
ぶ
さ
帰
還
カ
プ
セ
ル
展
示
関
連
イ
ベ
ン
ト

か
い
も
ん
清
流
ウ
オ
ー
ク

秋
の
木
市（
～
16
日
）

9
日

10
月　

体
育
の
日

11
火

12
�

13
木
特
設
人
権
相
談
所

14
金

15
土
交
通
事
故
無
料
相
談
会

16
日

17
月

18
火

19
�

20
木
ス
マ
イ
ル
ひ
ろ
ば

21
金

22
土
指
宿
温
泉
祭（
～
23
日
）

学
び
の
ふ
る
さ
と
講
座

砂
む
し
感
謝
Ｗ
ｅ
ｅ
ｋ（
～
28
日
）

23
日

24
月
精
神
保
健
福
祉
普
及
運
動（
～
30
日
）

25
火

26
�

27
木

28
金

29
土
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

30
日
市
民
体
育
祭

31
月 曜

※
11
／
３（
木
）国
際
交
流
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム・ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

※
11
／
５（
土
）～
６（
日
）沖
縄・鹿
児
島
文
化
交
流
祭

10
月
の
広
報
ご
よ
み

日 月 火 水 木 金 土
1

2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22

23
30

24
31 25 26 27 28 29

…休館日
…ふれあい映画会（山川図書館）	 14：00～14：40
…おはなし会（開聞図書室）	 11：00～11：30
　演じ手：図書室職員
…ボランティアおはなし会（山川図書館）14：00～14：30
　演じ手：山川「おはなしぶらんこの会」の皆さん

月曜
８日
15日

22日

市

散歩にはふん始
末の道具持参で
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指
宿
地
域

中
島　

一い
ち
か華

※　

大
園
原　

孝　

一

小
百
合

下
吹
越
あ
り
す　

宮
ヶ
浜　

昭　

弘

さ
や
か

渕
田　

り
あ
※　

十　

石　

敏　

彦

由　

華

小
屋
敷
実み

き葵
※　

外
城
市　
　

全　
尚　

子

元
山　

咲さ

よ陽
※　

南
十
町　

克　

彦

陽　

子

川
邊　

大だ
い
き輝　
弥
次
ヶ
湯　

雅　

樹

正　

美

石
川　

汰た

く來　

高
野
原　

真　

丈

　

望　

石
川　

羽わ

く來　

高
野
原　

真　

丈

　

望　

福
留　

勇ゆ
う
き輝

※　

湯
之
里　

輝　

久

み
ゆ
き

西　

ひ
な
た　

潟　

口　
　

隆　
美
喜
子

下
𠮷　

結ゆ
う
た大　

潟　

山　
　

裕　
惠　

理

上
野　

瑞み
ず
は葉

※　

潟　

山　

友　

寛

美　

琴

松
田　

章し
ょ
う
ご瑚　

潟　

山　

大　

昌

絵　

鯉

下
竹
原
沙さ

わ和　

潟　

山　

利　

彦

恵　

美

田
中　

恒こ
う
た太　

迫　

北　

貴　

彦

真　

琴

渡
瀨　

祥し
ょ
う
た太

※　

摺
ヶ
浜
南　

祥　

晃

美　

和

宮
平　

盛せ

な凪
※　

中
小
路　

盛　

也

俊　

子

熊
迫　

蒼そ
う
た太　

中
小
路　

雄　

己

里　

美

藤
原　

拓た
く
み海　

中
小
路　
　

剛　
美　

穂

丸
岡　

奏そ

ら楽
※　

片
野
田　

喜　

人

礼　

美

古
川　

瑞み
ず
き生　

片
野
田　

美　

和

一　

美

新
村　
　

檜か
い　

向　

吉　

真　

次

由
美
子

福
元　
　

蓮れ
ん　

下　

里　

智　

和

奈
津
美

帖
地　

七な
な
み瑞

※　

岩
本
中　

喜　

洋

千
佳
子

鶴
田　

結ゆ

な菜
※　

渡　

瀬　

重　

孝

理　

穂

西
森　
　

楓か
え
で　
渡　

瀬　

則　

義

　

香　

山
川
地
域

	

西　

結ゆ

き

な
希
菜　

後
馬
場　

功
太
朗

莉　

奈

坂
井　

心こ
こ
な奏　

町
６
区　

弘　

明

久　

美

水
流　

希の
ぞ
み実　

下　

原　

憲　

隆

晶　

子

東　
　

那な

つ夏　

森
松
東　

智　

広

久
美
子

小
倉　

蒼そ
う
し詞　

前
原
上　

義　

久

朱　

美

上
川
路
琉り
ゅ
う
く功　

森
松
西　

博　

行

朱　

里

井
上　
　

漣れ
ん　

森
松
西　

淳　

一

亜
希
子

福
留　

将し
ょ
う
ま真　

谷
村
下　

宏　

精

裕　

美

開
聞
地
域

黒
山　

結ゆ

あ愛　

中　

組　

勇　

樹

奈　

菜

細
山
田
行い

く
ま真　

谷　

村　

秋　

彦

み
つ
よ

市
外

大
谷　

幸こ
う
よ
う遥

※　

愛
知
県

名
古
屋
市　

茂　

毅

里
奈
子

吉
田　

陽ひ
な
た葵　
鹿
児
島
市　

道　

太

佳
菜
子

上
野　

結ゆ
い
た太　

宮
崎
県

延
岡
市　

洋　

介

亜　

美

髙
橋　

謙け
ん
す
い水　

霧
島
市　

光　

広

衣　

織

加
藤　

蒼あ
お
ば葉　

東
京
都

杉
並
区　

誠　

志

知　

美

福
永　

寧ね

ね々　
鹿
児
島
市　

健
一
郎

由　

香

嶺　
　

宗そ
う
た汰　
鹿
児
島
市　

洋　

則

聖　

子

坂
元　

優ゆ
う
し獅　

姶
良
市　

直　

弘

昭　

子

指
宿
地
域

橋　

本　

孝　

義　

79　

木
之
下

板　

松　
　
　

賢　

72　

下　

里

栫　

山　
フ
イ
キ
ク　

100　

石　

嶺

寺　

田　

ハ
ツ
ル　

83　

二
月
田

迫　

田　

慶　

吉　

83　

浜　

西

吉　

山　

ト　

ミ　

83　

丈　

六

今
柳
田　

伊
勢
子　

68　

高
野
原

中
川
路　

ツ
ル
子　

81　

中
小
路

平　

川　

み
ど
り　

62　
摺
ヶ
浜
北

東　
　
　

シ
ヅ
エ　

79　

小
牧
中

大
小
田　

綾　

子　

80　

下　

里

西
中
川　

ハ
ル
ミ　

90　

中　

川

下
温
湯　

弘　

子　

67　

道
下
上

大
久
保　

ア
ヤ
子　

74　

上
吹
越

花　

岡　

タ　

ヱ　

96　
　

宮

坂　

本　

ヲ
エ
イ　

102　
　

宮

濵　

﨑　

清　

子　

81　

湊　

北

岡　

元　

義　

昭　

55　

渡　

瀬

竹　

下　

キ　

ミ　

100　
摺
ヶ
浜
中

今　

村　

幸　

男　

88　

湊　

上

臼　

山　

正　

德　

92　

水　

迫

末　

永　

和　

代　

90　

湯
之
里

山
川
地
域

今　

村　

八
千
夫　

79　

小
川
中

谷　

口　

吉　

男　

85　

谷
村
上

大　

迫　

治　

男　

80　

中　

村

野　

口　

栄
一
郎　

44　

小
川
東

川　

口　

ヨ
リ
子　

76　

井
手
下

前　

村　

光　

興　

80　

下　

原

肥　

後　

タ
チ
子　

85　
町
３
区
東

水　

流　

和　

義　

61　

前
原
下

福　

永　

吉　

雄　

93　

前
原
下

和　

田　

サ　

チ　

89　
　

春

福　

永　

好　

子　

81　

前
原
下

今　

村　

イ　

子　

80　
東（
福
元
）

宮　

田　

サ
ツ
エ　

86　
東（
岡
児
ケ
水
）

福　

留　

ア
キ
ノ　

82　

谷
村
下

神　
　
　
　
　

善　

81　

小
川
東

開
聞
地
域

入　

野　

ヒ　

デ　

98　

入　

野

濵　

田　

廣　

幸　

65　

松　

原

矢　

越　

次　

男　

68　

西
開
聞

山　

下　

ノ
リ
子　

89　

塩　

屋

田　

中　

瑞　

穗　

81　

中　

組

田　

中　

ノ
リ
子　

72　

物　

袋

市
外

小　

森　

信　

幸　

64　
鹿
児
島
市

誕
生
う
ぶ
ご
え

（
※
印
は
左
ペ
ー
ジ
に
写
真
掲
載
）

【
地
　
区
】

【
氏
　
名
】

【
保
護
者
】

【
地
　
区
】

【
氏
　
名
】

【
保
護
者
】

【
地
　
区
】

【
氏
　
名
】

【
保
護
者
】

追
悼
お
く
や
み

【
年
齢
】

【
故
　
　
人
】

【
地
　
区
】

【
年
齢
】

【
故
　
　
人
】

【
地
　
区
】

【
年
齢
】

【
故
　
　
人
】

【
地
　
区
】

　

次
の
方
々
が
市
社
会
福
祉
協
議

会
に
寄
付
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

○
迫
北
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

　
　
　
　

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
寄
金

○
六
月
燈
チ
ャ
リ
テ
ィ
フ
ェ
ス
タ

実
行
委
員
会
立
正
佼
成
会
鹿
児

島
教
会

篤
　
　
志

一
般
寄
付

※
遺
族
の
方
々
か
ら
香
典
返
し
に

代
え
て
、
市
社
会
福
祉
協
議
会

に
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
掲
載
を
希
望
す
る
人
は
、
届
け

出
時
に
、
市
民
協
働
課
、
山
川
・

開
聞
支
所
市
民
福
祉
課
窓
口
で
申

し
付
け
て
く
だ
さ
い
。

　
他
市
町
村
で
届
け
出
し
た
人
で

も
、
希
望
が
あ
れ
ば
掲
載
し
ま
す

の
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　(

敬
称
略
）

８
月
31
日
ま
で
の
受
付
分

〜子どもはまちの宝です〜

実葵ちゃん生まれてき
てくれてありがとう。

わが家の篤姫！元気に
育ってね！

一緒に楽しく過ごそう
ね。

健康で思いやりのある
子に育ってね。

思いやりのある優しい
子に育ってね。

姉妹仲良く元気にすく
すくと育ってね。

兄妹仲良く元気に育っ
てね。

元気に生まれてきてく
れてありがとう。

元気ですくすく育ちま
すように！

結太お兄ちゃんと仲良
く元気に育ってね☆

小屋敷 実
み き

葵ちゃん 渕田　りあちゃん

渡瀨　祥
しょうた

太ちゃん

大谷　幸
こうよう

遥ちゃん

中島　一
いち か

華ちゃん

上野　瑞
みず は

葉ちゃん

鶴田　結
ゆ な

菜ちゃん

福留　勇
ゆうき

輝ちゃん

帖地　七
なな み

瑞ちゃん

元山　咲
さ よ

陽ちゃん

丸岡　奏
そ ら

楽ちゃん
みんなから愛される子
になってね!!

宮平　盛
せ な

凪ちゃん
きょうだい仲良く、明
るく元気に育ってね♡

【
年
齢
】

【
故
　
　
人
】

【
地
　
区
】

【
地
　
区
】

【
氏
　
名
】

【
保
護
者
】

明るく楽しく一緒に過
ごしていこうね!!

今村　陽
はる と

登ちゃん
【潟山】

　

宝
く
じ
助
成
金
は
、
地
域
が
実

施
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
促

進
し
、
そ
の
健
全
な
発
展
を
図
る

と
と
も
に
、
宝
く
じ
の
普
及
広
報

を
目
的
と
し
て
交
付
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

平
成
23
年
度
は
、
迫
北
地
区
、

福
元
区
、
大
園
原
地
区
の
３
団
体

が
、
公
民
館
の
音
響
や
空
調
設
備

の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先

市
民
協
働
課
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
推
進
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
１
１
）

共
生
・
協
働
シ
リ
ー
ズ

宝
く
じ
助
成
金
を
地
域
振
興
に

福元公民館の会議机とイス 大園原公民館のエアコン 迫北公民館の音響設備

じ ま ん

応募・問い合わせ先
　市長公室広報統計係
　☎㉒2111（内線127）
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分 か り や す い 医 療 の 話
Medical Lecture

今 月のドクター
指宿医師会　大重　和典

Doctor

ＰＥＧと胃ろう
～おなかにつくる小さな口～

　

「
Ｐ
Ｅ
Ｇ
」
と
は
、
内
視
鏡
を
使

っ
て
「
お
な
か
に
小
さ
な
口
」
を
つ

く
る
手
術
で
す
。
つ
く
ら
れ
た
お
な

か
の
口
を
「
胃
ろ
う
」
と
言
い
、
ま

た
、
取
り
付
け
ら
れ
た
器
具
を
、「
胃

ろ
う
カ
テ
ー
テ
ル
」
と
言
い
ま
す
。

（
カ
テ
ー
テ
ル
と
は
、
管
・
チ
ュ
ー

ブ
の
こ
と
。）

　

人
は
、
生
き
て
い
く
た
め
に
口
か

ら
食
事
を
し
て
、
栄
養
を
摂
取
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
何
ら
か
の
原
因

で
口
か
ら
食
物
の
摂
取
が
困
難
な
場

合
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
場
合
、
栄
養

を
摂
取
す
る
方
法
と
し
て
、「
静
脈
栄

養
法
」
と
「
経
腸
栄
養
法
」
の
２
つ

が
あ
り
ま
す
。

　

「
静
脈
栄
養
法
」
は
、
静
脈
か
ら

栄
養
を
摂
取
す
る
方
法
で
す
。
近
年
、

中
心
静
脈
栄
養
（
通
常
で
は
点
滴
を

行
わ
な
い
よ
う
な
太
い
静
脈
に
点
滴

の
管
を
入
れ
る
こ
と
）
の
普
及
に
よ

り
、
高
カ
ロ
リ
ー
の
点
滴
が
可
能
に

な
り
ま
し
た
が
、
感
染
症
の
危
険
や

管
理
の
難
し
さ
な
ど
か
ら
、
在
宅
で

行
う
に
は
困
難
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

「
経
腸
栄
養
法
」
は
、
胃
や
腸
な

ど
の
消
化
管
に
チ
ュ
ー
ブ
を
通
し
て
、

直
接
、
栄
養
を
送
る
方
法
で
す
。
栄

養
の
吸
収
に
消
化
管
を
使
う
の
で
、

よ
り
生
理
的
な
栄
養
摂
取
が
可
能
に

な
り
ま
す
。
こ
の
「
経
腸
栄
養
法
」

に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
退
院
で
き
な

か
っ
た
患
者
さ
ん
に
も
自
宅
療
養
の

道
が
開
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

「
経
腸
栄
養
法
」
に
は
消
化
管
に
栄

養
を
送
る
ル
ー
ト
と
し
て
、
鼻
か
ら

と
胃
ろ
う
か
ら
の
２
通
り
が
あ
り
ま

す
。

　

鼻
か
ら
胃
へ
チ
ュ
ー
ブ
を
挿
入
し

栄
養
を
送
る
方
法
で
は
、
比
較
的
容

易
に
挿
入
で
き
る
た
め
広
く
使
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
使
用
期
間
が
短
期
間

（
お
お
む
ね
４
週
間
以
内
）
に
限
ら

れ
、
ま
た
、
チ
ュ
ー
ブ
を
自
分
で
抜

い
て
し
ま
っ
た
り
、
食
物
が
気
管
内

に
入
っ
て
し
ま
っ
て
肺
炎
を
起
こ
し

て
し
ま
っ
た
り
す
る
危
険
性
が
あ
り

ま
す
。

　

一
方
、
胃
ろ
う
か
ら
の
栄
養
摂
取

で
あ
れ
ば
、
鼻
か
ら
の
栄
養
摂
取
の

危
険
性
を
少
な
く
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
以
前
は
胃
ろ
う
を
つ
く
る
た

め
に
全
身
麻
酔
に
よ
る
開
腹
手
術
を

行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
Ｐ
Ｅ
Ｇ
の
登

場
で
手
術
は
と
て
も
簡
単
に
な
り
ま

し
た
。

　

最
初
に
も
書
き
ま
し
た
が
、
Ｐ
Ｅ

Ｇ
と
は
内
視
鏡
を
用
い
て
、
胃
に
栄

養
を
送
る
た
め
の
小
さ
な
穴
を
お
な

か
に
つ
く
る
手
術
の
こ
と
で
す
。
で

き
た
穴
が
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
の
新

し
い
「
口
」
と
な
り
、
そ
こ
か
ら
栄

養
を
摂
取
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

十
分
に
栄
養
を
補
給
し
な
が
ら
リ
ハ

ビ
リ
や
言
語
訓
練
を
行
う
こ
と
が
可

能
で
あ
る
た
め
、
再
び
口
か
ら
食
べ

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
患

者
さ
ん
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

胃
ろ
う
に
よ
っ
て
患
者
さ
ん
は
、

病
院
や
施
設
だ
け
で
は
な
く
、
慣
れ

親
し
ん
だ
自
宅
で
過
ご
し
て
い
た
だ

く
こ
と
も
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。
胃
ろ
う
を
つ
く
ら
れ
た

在
宅
患
者
さ
ん
の
家
族
に
と
っ
て
、

栄
養
管
理
の
方
法
は
そ
れ
ほ
ど
難
し

い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
担
当
医

師
の
指
示
に
従
い
、
適
切
に
栄
養
管

理
を
行
え
ば
、
安
全
に
患
者
さ
ん
の

生
活
を
保
つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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